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フラワー長井線であやめ公園へ♪



浅野 敏明(64)
東町12-25

行政書士　②

渡部 秀樹(44)
十日町1-10-20

市議会議員　②

赤間 広(62)
寺泉2611

市議会議員　②

鈴木 富美子(64)
寺泉103

市議会議員　③

梅津 善之(50)
九野本1362

農業　③

小関 秀一 (64)
九野本948

市議会議員　③

今泉 春江(69)
四ツ谷1-5-13

市議会議員　③

蒲生 光男(73)
平山866

市議会議員　⑦

上段：顔写真

中段：氏名、（　）内の年齢は令和元年5月

　　　　　17日現在の満年齢

下段：住所、立候補届時の職業、初・

　　　　　〇囲み数字は当選回数

※掲載は右から順に議席番号順

委員会名 委員長 副委員長 委　　　員

総　　　務 赤間 広 鈴木 一則
渡部 正之・鈴木 裕・浅野 敏明・

小関 秀一・蒲生 光男・平 進介

文　　　教 金子 豊美 勝見 英一朗
竹田 陽一・内谷 邦彦・渡部 秀樹・

鈴木 富美子・梅津 善之・今泉 春江

厚　　　生 小関 秀一 鈴木 裕
勝見 英一朗・渡部 正之・金子 豊美

赤間 広・今泉 春江・平 進介

産業・建設 鈴木 富美子 渡部 秀樹
鈴木 一則・竹田 陽一・浅野 敏明・

内谷 邦彦・梅津 善之・蒲生 光男

議会運営 蒲生 光男 浅野 敏明 金子 豊美・内谷 邦彦・鈴木 富美子・小関 秀一

事務組合議会名 議　　　員

置賜広域行政事務組合議会 渡部 正之・赤間 広・平 進介

西置賜行政組合議会 竹田 陽一・浅野 敏明・鈴木 富美子・梅津 善之

置賜広域病院企業団議会 勝見 英一朗・小関 秀一･平 進介

■議会選出監査委員　蒲生 光男

■常任委員会・議会運営委員会

■一部事務組合議会議員

議員紹介（敬称略）

※問い合わせ　長井市議会事務局☎（87）0812
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平 進介(64)
勧進代389

市議会議員　②

内谷 邦彦(65)
今泉766

市議会議員　②

鈴木 一則(63)
泉850

無職　初

勝見 英一朗(70)
時庭932

無職　初

渡部 正之(42)
五十川1541

製材業　初

鈴木 裕(63)
館町南15-37-18

会社員　初

竹田 陽一(65)
芦沢1925-1

農業　初

金子 豊美(58)
成田1431-19

市議会議員　②

議　長副 議 長
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長井市心のまちづくり活動紹介します！

市制30周年を記念して設立された「長井市心のまちづくり基金」は、自主的にまちづくり活動に取り組む団体

を支援しています。審議会の答申を受け、令和元年度は以下の活動を支援します。

※問い合わせ　市地域づくり推進課地域づくり支援室☎（87）0817

平野地域づくり協議会

歴史ある「平山の大締切堤防」を地域の宝として見直すため、石積みを覆う

立木の伐採や表土除去などの環境整備を行います。

問　平野コミュニティセンター　℡（88）2441

6月～

復元作業開始

締切堤防　復元プロジェクト

不伐の森に親しむ会

不伐の森30周年を記念し、旧長井小学校第一校舎で、不伐の森イメージソン

グ「少年の樹」を作ったあんべ光俊さんを招きコンサートを開催します。

問　事務局 松木　℡（84）0576

9月

コンサート開催

不伐の森30周年記念コンサート (仮称)

ありがとう長井駅の会

解体される長井駅舎の姿を市民の心に留め、感謝の気持ちを伝えるため、

お別れイベントを開催。長井駅舎を題材とした写真とスケッチのワーク

ショップも行われました。参加者の作品は旧長井小学校に展示されます。

問　代表 工藤　℡ 080（5068）8122

6月

ワークショップ

参加者の作品展示

ありがとう長井駅！

勧進代寿会

地域伝統文化である藁
わら

細工に必要な藁
わら

を確保するため、専用の種もみ栽培

から収穫までの記録映像を制作し、継続的な栽培を目指します。また、草
ぞ う り

履

づくりワークショップを開催します。

問　事務局 平　℡（88）1066

12月～ 2月

草
ぞうり

履づくり

ワークショップ開催

地域伝統文化継承教材製作活動

（特）最上川リバーツーリズムネットワーク

県内外からの参加が増加しているボートツーリング事業のスムーズな運行

実施を図るため、合地沢湖面広場手前のスペースにボート２艘を常時格納

できるコンテナを設置します。

問　（特）最上川リバーツーリズムネットワーク　℡（87）0605

5月～

コンテナ設置

工事開始

ボート格納用コンテナの設置

長井スカイランタン実行委員会

市の冬の観光イベントを盛り上げるため、スカイランタンフェスティバル

を開催します。使用するランタンの製作は市内の障がい者施設に依頼し、

継続的な就労支援を目指します。

問　事務局 渡部　℡（88）2825

2月

スカイランタン

フェスティバル

開催

長井スカイランタンフェスティバル

西根地区文化振興会

地域の文化遺産を保存・継承し、郷土愛を育むことを目的とした史跡巡り

を開催するため、特に傷みの激しい史跡案内板及び結
ゆ う き

城哀
あ い そ う か

草果歌碑を改修

します。

問　事務局 椎名　℡（88）4779

10月

史跡巡り開催

西根の歴史と文化を紹介する史跡巡り事業

平山獅子踊り保存会

市の無形文化財である平山獅子踊りの伝承と後継者育成を目指し、市内外

のイベントに参加するため、長年使用している踊り太鼓・火輪などの用具を

改修します。

問　事務局 蒲生　℡（84）6926

6月 獅子踊り奉納

8月山形市山寺獅子踊り

フェスティバル参加

平山獅子踊りの伝統文化伝承活動
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※問い合わせ　市公共施設整備課☎（87）0684

令和元年度に市役所新庁舎と長井駅の建設工事を開始予定です。工事に先立ち、8月1日から下記のとおり長井

駅を仮設駅舎に移転します。現長井駅周辺は工事仮囲いを行い、立ち入りできなくなります。移転後に長井駅を

ご利用される場合は、次の点にご留意いただきますよう、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

■車でお越しの場合（送迎も含む）

フラワーほっと様北側に設置している一般車両駐車場に停めてください。仮設駅舎正面の駐車場はタクシー専

用のため停めないでください。なお、駅前は時計回り（右回り）の一方通行となりますので、駅前スペースでの折

り返し及びセブンプラザ様南側通路からの侵入については、住民など関係者以外の人はご遠慮ください。

長井駅を仮設駅舎へ移転します

■自転車でお越しの場合

　自転車は、仮設駅舎南側に設置している仮設駐輪場に停めてください。

■市営バスでお越しの場合

　乗降場所が、仮バス停に変わります。
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今回は 4月に着任された髙橋祐一校長より、メッセージをいただきました。

あなたも食農サポーターに
参加しませんか？

第 206 号

※問い合わせ　レインボープラン推進協議会事務局　☎・FAX （88）2601　e-mail : info-rp@e.jan.ne.jp

※問い合わせ　市総合政策課
　（協議会事務局）☎（87）0714

 第 10 号　人材循環の継承～地域

　　　　　に根付く長井工業生

レインボープラン推進協議会では地域の皆さん

のご協力のもと、子ども達をはじめ市民の皆さん

にレインボープランや地産地消への関心を高めて

いただけるような普及活動を行っています。

運営には、同協議会委員や「食農サポーター」（現

在６人）が参加しています。昨年度、調理体験を

手伝ってくれたサポーターからは、「うまく話せ

るか心配でしたが、みんなよく話を聞いてくれて、

楽しくできました」「孫と同い年くらいのお子さん

達が真剣な目で料理をする姿に、心があたたまり

ました」といった感想が寄せられました。

皆さんも、ぜひご一緒にいかがですか？

食農サポーター募集中！

食と農をつなぎ伝える活動を手伝ってくださる

サポーターを募集しています。

●対　象　高校生以上で食や農業に興味のある人。

知識・経験は不問です。

●内　容　子どもの農業体験や調理体験、広報紙

づくりなどのお手伝い。サポーター登録してい

ただくと活動予定をお知らせしますので、都合

の良い活動にご参加ください。生産者と消費者

の意見交換会も計画中です。

▲小学生の調理体験をお手伝い。

地域産業を支える人材の育成を目指している長井工

業高校は、「長工生よ、地域を潤す源流となれ！」の

スローガンのもと、機械システム、電子システム、福

祉生産システムの３科を有し、今年度創立57周年を

迎えます。また、本校は、県内の実業高校に先駆けて

技能検定に取り組むなど、ものづくりを担う人材を数

多く輩出しています。

かねてより市や地元産業界をはじめとする地域の皆

様に支えられてきましたが、平成29年10月に「長井

市ものづくり人材育成推進協議会」が設立されたこと

を契機に、さらに強固なご支援をいただいているとこ

ろです。深く感謝申し上げます。

協議会の掲げる「人材循環の継承」とは、本校の

卒業生が地域に根付いて地域を潤すことで地域が豊

かになり地域と本校の魅力度が増し、力をつけた卒

業生がさらに次の人材を育てていくものだと考えて

おります。この理念を具現化すべく、本校は長井市

の全面的な支援のもと、文部科学省の「地域との協

働による高等学校教育改革推進事業」に手を挙げた

ところ、「アソシエイト（準会員校）」に認可され、

取り組みを開始したところです。

長井工業高校は、ここ数年、残念ながら定員を充

足できていない状況ですが、本校に集い学ぶ生徒達

と、それを支える教職員が一丸となって日々の教育

活動に励んでいます。「ナガイノミライは長工生が創

る ！ 」という気概を

持って進んでいく

所存です。

長井の未来は長工生が創る！

長井工業高校校長　髙橋祐一
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　日
本
で
初
め
て
の
10
連
休
と
と
も
に
、
新
し

い
令
和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
５
月

は
こ
の
大
型
連
休
か
ら
白
つ
つ
じ
ま
つ
り
、
30

回
記
念
と
な
る
黒
獅
子
ま
つ
り
な
ど
で
、
多
く

の
市
内
外
の
観
光
交
流
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。特
に
、道
の
駅
川
の
み
な
と
長
井
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
に
来
場
者
数
が
百
万
人
を

超
え
、
連
休
中
は
約
３
万
５
千
人
の
お
客
様
に

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
末
に

オ
ー
プ
ン
し
た
旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎
も
10

日
間
で
約
７
千
人
が
訪
れ
、
東
北
中

央
自
動
車
道
南
陽
高
畠
ー
山
形
上

山
間
の
開
通
も
相
ま
っ
て
、
多
大
な

経
済
波
及
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。
６

月
は
い
よ
い
よ
花
の
長
井
が
誇
る

あ
や
め
公
園
の
開
園
と
な
り
ま
す
。

外
国
人
の
お
客
様
も
含
め
、
多
く
の

観
光
交
流
の
お
客
様
に
よ
り
長
井

が
活
性
化
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
今
回
は
、
今
後
整
備
す
る
公

共
施
設
の
財
源
に
つ
い
て
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
長
井
市
は
今
年

で
、
市
制
施
行
65
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
歴
史
の
中
で
、
市
民
の
皆

様
の
要
望
や
、
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
議
会
の

ご
賛
同
を
い
た
だ
き
な
が
ら
他
の
市
町
村
に
負

け
な
い
施
設
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
15
年

に
渡
る
行
財
政
改
革
の
中
で
、
市
の
人
件
費
を

約
33
億
か
ら
23
億
ま
で
約
35
％
削
減
し
、
公
共

事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
市
役
所
の
ス
リ
ム

化
な
ど
も
図
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、平
成
の

30
年
間
は
財
政
が
困
難
な
時
期
も
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
公
共
施
設
整
備
に
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
状

況
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
過
去
の
財
政
再
建
の

反
省
も
踏
ま
え
、
今
後
ど
う
や
っ
て
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
事
業
を
遂
行
し
て
い
く
か
に
重
点

を
置
い
て
準
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
は
、時
間
と
手
間
が
か
か
っ
て
も
、国
の
補

助
事
業
を
最
大
限
活
用
し
、
自
己
資
金
で
足
り

な
い
市
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
財

政
措
置
の
あ
る
起
債（
融
資
）を
活
用
し
な
が
ら

後
年
度
に
負
担
を
残
さ
な
い
懸
命
な
努
力
を
し

て
き
ま
し
た
。加
え
て
、ま
だ
山
形
県
や
置
賜
で

は
一
般
的
で
な
い
P
F
I
や
P
P
P
と
い
う
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
を
活
用
し
、
民
間

の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
一
緒
に
な
っ

て
進
め
て
い
く
と
い
う
手
法
を
と
り
、
建

設
費
削
減
や
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
な
市
単
独
事
業
は

極
力
し
な
い
と
い
う
原
則
の
も
と
、
長
井

市
の
行
政
運
営
の
中
で
、
最
大
と
も
い
え

る
様
々
な
支
援
を
受
け
て
、
こ
の
建
設
事

業
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。

　20
年
、
30
年
先
の
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
必
要
な
施
設
と
し
て
、
今
後
公
共
施
設

整
備
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
が
、
も
し
財
政
的
に
事
業
が
困
難

と
い
う
状
況
に
な
っ
た
と
き
は
、
議
会
と

の
議
論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　長
井
市
が
若
者
や
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
こ

れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅

力
的
な
ま
ち
に
す
る
に
は
、
都
市
機
能
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
す
。
持
続
可
能
な
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
慎
重
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

声でつながる仲間との絆
朗読奉仕団 つゆ草の会

朗

読

奉

仕

団
　

つ
ゆ
草
の
会
（
遠
藤

重
夫
代
表
）
は
、
毎

月
2
回
発
行
し
て

い
る
広
報
な
が
い

を
朗
読
、
録
音
し
、

目
の
不
自
由
な
人
に
、
声
の
た
よ
り
と
し
て

届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
40
年
以
上

続
け
て
い
る
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨

年
12
月
に
愛
の
鳩
賞
を
受
賞
し
た
。
愛
の
鳩

賞
は
、
公
益
財
団
法
人
山
新
放
送
愛
の
事
業

団
と
山
形
新
聞
、
山
形
放
送
が
主
催
し
、
長

年
福
祉
活
動
に
献
身
的
に
従
事
し
て
き
た

個
人
や
団
体
を
顕
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
長

井
市
で
は
6
件
目
の
受
賞
と
な
る
。

つ
ゆ
草
の
会
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
も
と
も
と
市
の
女
性
職
員
有
志
ら
が

1
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
ご
ろ
に
始

め
た
取
り
組
み
。
メ
ン
バ
ー
の
入
れ

替
わ
り
は
あ
っ
た
が
、
現
在
は
20
代

か
ら
60
代
ま
で
の
10
人
で
活
動
し

て
い
る
。
毎
月
広
報
な
が
い
の
発
行

日
の
夜
に
参
加
可
能
な
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
、
ペ
ー
ジ
を
割
り
振
り
、

そ
れ
ぞ
れ
部
屋
に
分
か
れ
、
Ｉ
Ｃ
レ

コ
ー
ダ
ー
に
担
当
箇
所
を
録
音
。
そ

れ
を
後
日
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
、
Ｃ

Ｄ
と
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
に

収

録

。
そ

の

後

、
市

ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
通

じ
て
６
人
の

利
用
者
に
郵
送
し
て
い
る
。

朗
読
す
る
中
で
大
切
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
長
井
ら
し
さ
。
地
域
情
報
を
利
用
者

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
以
前
は

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
研
修
な
ど
を
受
け
た
り
も

し
た
そ
う
だ
が
、
利
用
者
の
「
ロ
ー
カ
ル
な

方
が
聞
き
や
す
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
言

葉
の
な
ま
り
な
ど
は
気
に
せ
ず
自
己
流
で

朗
読
し
て
い
る
。
時
折
時
候
の
あ
い
さ
つ
を

入
れ
る
な
ど
の
心
遣
い
も
忘
れ
な
い
。
活
動

中
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
メ
ン
バ
ー
は

「
長
年
の
活
動
を
通
し
て
仲
間
と
の
絆
が
深

ま
っ
た
」
と
話
す
。

遠
藤
代
表
は
「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
。
ぜ
ひ
若
い
人
達
に
も
興
味
を
持
っ
て

入
会
し
て
ほ
し
い
」
と
将
来
へ
の
期
待
を
寄

せ
つ
つ
、
今
後
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

▲活動は月２回広報ながい発行日の午後７時～９時。興味の
ある人は市社会福祉協議会☎（88）3711まで。
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今回は 4月に着任された髙橋祐一校長より、メッセージをいただきました。

あなたも食農サポーターに
参加しませんか？

第 206 号

※問い合わせ　レインボープラン推進協議会事務局　☎・FAX （88）2601　e-mail : info-rp@e.jan.ne.jp

※問い合わせ　市総合政策課
　（協議会事務局）☎（87）0714

 第 10 号　人材循環の継承～地域

　　　　　に根付く長井工業生

レインボープラン推進協議会では地域の皆さん

のご協力のもと、子ども達をはじめ市民の皆さん

にレインボープランや地産地消への関心を高めて

いただけるような普及活動を行っています。

運営には、同協議会委員や「食農サポーター」（現

在６人）が参加しています。昨年度、調理体験を

手伝ってくれたサポーターからは、「うまく話せ

るか心配でしたが、みんなよく話を聞いてくれて、

楽しくできました」「孫と同い年くらいのお子さん

達が真剣な目で料理をする姿に、心があたたまり

ました」といった感想が寄せられました。

皆さんも、ぜひご一緒にいかがですか？

食農サポーター募集中！

食と農をつなぎ伝える活動を手伝ってくださる

サポーターを募集しています。

●対　象　高校生以上で食や農業に興味のある人。

知識・経験は不問です。

●内　容　子どもの農業体験や調理体験、広報紙

づくりなどのお手伝い。サポーター登録してい

ただくと活動予定をお知らせしますので、都合

の良い活動にご参加ください。生産者と消費者

の意見交換会も計画中です。

▲小学生の調理体験をお手伝い。

地域産業を支える人材の育成を目指している長井工

業高校は、「長工生よ、地域を潤す源流となれ！」の

スローガンのもと、機械システム、電子システム、福

祉生産システムの３科を有し、今年度創立57周年を

迎えます。また、本校は、県内の実業高校に先駆けて

技能検定に取り組むなど、ものづくりを担う人材を数

多く輩出しています。

かねてより市や地元産業界をはじめとする地域の皆

様に支えられてきましたが、平成29年10月に「長井

市ものづくり人材育成推進協議会」が設立されたこと

を契機に、さらに強固なご支援をいただいているとこ

ろです。深く感謝申し上げます。

協議会の掲げる「人材循環の継承」とは、本校の

卒業生が地域に根付いて地域を潤すことで地域が豊

かになり地域と本校の魅力度が増し、力をつけた卒

業生がさらに次の人材を育てていくものだと考えて

おります。この理念を具現化すべく、本校は長井市

の全面的な支援のもと、文部科学省の「地域との協

働による高等学校教育改革推進事業」に手を挙げた

ところ、「アソシエイト（準会員校）」に認可され、

取り組みを開始したところです。

長井工業高校は、ここ数年、残念ながら定員を充

足できていない状況ですが、本校に集い学ぶ生徒達

と、それを支える教職員が一丸となって日々の教育

活動に励んでいます。「ナガイノミライは長工生が創

る ！ 」という気概を

持って進んでいく

所存です。

長井の未来は長工生が創る！

長井工業高校校長　髙橋祐一
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子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
市
で
は
「
地
方
創
生
の
連
携
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
市
内
各
金
融

機
関
と
連
携
し
、
大
学
な
ど
の
教
育
資
金
の

貸
し
付
け
を
受
け
た
人
に
対
し
て
「
黒
獅
子

の
さ
と
教
育
ロ
ー
ン
利
子
補
給
補
助
金
」
を

交
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。制
度

の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
応
募
前
に
必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
対　

象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
平
成
31
年
４
月
１
日
（
以
下
、基
準
日
と
い

う
）
以
降
に
大
学
な
ど
に
進
学
予
定
若
し

く
は
基
準
日
に
在
学
中
の
人
ま
た
は
そ

の
人
と
生
計
を
一
つ
に
す
る
人

②
①
の
い
ず
れ
か
の
人
が
、
基
準
日
に
お
い

て
市
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
行
っ
て

い
る
こ
と

③
基
準
日
以
降
に
資
金
の
融
資
契
約
を
行
い
、

か
つ
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
こ
と

④
利
子
補
給
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
資

金
に
対
し
て
、
他
で
利
子
補
給
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

⑤
利
子
補
給
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

と
生
計
を
一
つ
に
す
る
世
帯
の
全
員
に

市
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
こ
と

●
対
象
資
金　

進
学
ま
た
は
在
学
継
続
の
た

め
の
証
書
貸
付
け
型
の
資
金
で
、
次
の
金

融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
も
の
。

①
山
形
銀
行

②
荘
内
銀
行

③
き
ら
や
か
銀
行

④
山
形
中
央
信
用
組
合

⑤
米
沢
信
用
金
庫

◇
原
則
市
内
の
本
店
ま
た
は
支
店
で
受
け
た

融
資
を
対
象
と
し
ま
す
。
市
外
の
店
舗
で

受
け
た
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
市
総
合
政

策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類　

次
の
書
類
を
、
市
総
合
政
策

課
総
合
戦
略
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
交
付
申
請
書
兼
振
込
口
座
申
告
書

②
資
金
の
貸
付
け
に
か
か
る
契
約
書
の
写
し

③
金
融
機
関
か
ら
の
資
金
の
振
り
込
み
が
確

認
で
き
る
通
帳
の
写
し

④
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明

●
募
集
期
間　

６
月
３
日
㈪
～
令
和
２
年
３

月
31
日
㈫

◇
審
査
結
果
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

●
助
成
方
法　

利
子
補
給
補
助
金
は
、
認
定

初
年
度
に
一
括
し
て
振
り
込
み
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ　

市
総
合
政
策
課
総
合
戦
略

室
☎（
87
）０
７
１
４

長
井
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
達
が
安
全
に

安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
内　

容　

都
合
の
つ
く
日
と
時
間
帯
（
午

前
７
時
30
分
～
８
時
頃
、
午
後
２
時
～
５

時
頃
）
で
、
家
の
近
く
で
登
下
校
の
見
守

り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
中
で
気
づ
い
た
点
を
学
校
に
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
す
。

●
対　

象　

満
20
歳
以
上
で
、
中
央
地
区
に

在
住
の
人

●
任　

期　

令
和
元
年
度
卒
業
式
ま
で

●
応
募
期
間　

６
月
18
日
㈫
ま
で

◇
応
募
期
間
終
了
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
願
い
し

ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ　

長
井
小
学
校
・
髙
橋

　

☎（
84
）１
７
０
１
、℻（
84
）１
７
０
２

令
和
元
年
度
黒
獅
子
の
さ
と

教
育
ロ
ー
ン
利
子
補
給
補
助
金

慈
愛
っ
子
ま
も
り
隊
を

募
集
し
ま
す

融資期間
利子補給補助金の金額

備考
借入金100万円以上 借入金100万円未満

1年 2,162円

融資期間に応じた金

額に、融資実行額を

乗じ（1万円未満切り

捨て）、100万円で除

した金額（円未満切

り捨て）

それぞれ1

年に満たな

い端数月が

あるときは、

月数に関わ

らず1年と

みなす。

2年 4,158円

3年 6,160円

4年 8,160円

5年 10,170円

6年 12,181円

7年 14,198円

8年 16,205年

9年 18,222円

10年以上 20,235円

■利子補給補助金の金額



11　 　広報ながい　2019．6．1

○
貝
崎
団
地
３
号
棟（
四
ツ
谷
２
の
２
の
３
）

●
募
集
戸
数

　
１
戸（
３
階
）

●
家

　賃
　
１
万
４
５
０
０
～
２
万
８
４
０

　
０
円

●
間

　取
　
６
＋
６
＋
４
・
５
＋
Ｋ

●
設

　備
　
シ
ャ
ワ
ー
あ
り

○
新
萩
団
地
１
号
棟（
成
田
３
１
０
２
）

●
募
集
戸
数

　
１
戸（
４
階
）

●
家

　賃
　
１
万
４
９
０
０
～
２
万
９
３
０

　
０
円

●
間

　取
　
６
＋
６
＋
４
・
５
＋
Ｋ

●
設

　備
　
シ
ャ
ワ
ー
あ
り

○
新
萩
団
地
２
号
棟（
成
田
３
１
０
２
）

●
募
集
戸
数

　
１
戸（
３
階
）

●
家

　賃
　
１
万
４
５
０
０
～
２
万
８
６
０

　
０
円

●
間

　取
　
８
＋
４
・
５
＋
Ｄ
Ｋ

●
設

　備
　
シ
ャ
ワ
ー
あ
り

●
敷

　金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
申
込
期
間
　
６
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪

●
入
居
可
能
予
定
時
期
　
７
月
中
旬
ご
ろ

※
問
い
合
わ
せ
　
市
建
設
課
住
ま
い
政
策
室

☎(

87)

０
８
６
３

●
場

　所
　
小
出
３
９
４
４
の
１
（
コ
メ
リ

長
井
店
東
隣
）

●
募
集
戸
数
　
一
般
・
市
内
子
育
て
世
帯
・
転

入
子
育
て
世
帯
20
戸

◇
子
育
て
世
帯
と
は
、
15
歳
以
下
の
同
居
親

族
を
持
つ
世
帯
で
す
。

●
家

　賃
　
①
一
般
４
万
４
２
０
０
円
②
市

内
子
育
て
世
帯
２
万
９
２
０
０
円
③
転

入
子
育
て
世
帯
１
万
９
２
０
０
円

●
共
益
費

　
８
０
０
円（
月
額
）

●
駐
車
場
料

　
１
台
３
７
８
０
円

◇
駐
車
場
は
２
台
分
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
間

　取
　
６
＋
６
＋
４
・
５
＋
Ｋ

●
設

　備
　
シ
ャ
ワ
ー
あ
り

●
敷

　金
　
家
賃
の
２
カ
月
分

●
契
約
期
間

　
２
年
間（
再
契
約
制
度
あ
り
）。

た
だ
し
、
子
育
て
世
帯
は
、
15
歳
以
下
の

同
居
親
族
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
、
ま
た

は
入
居
開
始
か
ら
10
年
を
経
過
し
た
と

き
は
再
契
約
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
居
資
格

　
①
入
居
後
、
定
住
促
進
住
宅

の
所
在
地
を
住
所
地
と
し
て
住
民
登
録

で
き
る
こ
と
②
入
居
申
込
者
の
収
入
の

12
分
の
１
の
額
が
、
家
賃
及
び
共
益
費
合

計
の
３
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
③
入
居
者

及
び
同
居
者
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と
④
暴
力
団
員
な
ど
で
な
い
こ
と

●
申
込
期
間
　
随
時
募
集（
先
着
順
）

◇
満
室
に
な
っ
た
場
合
は
募
集
を
終
了
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
建
設
課
住
ま
い
政
策
室

☎(

87)

０
８
６
３

●
場

　所
　
幸
町
16
の
１

●
募
集
戸
数

　
市
内
子
育
て
世
帯
・
転
入
子

育
て
世
帯
１
戸

◇
子
育
て
世
帯
と
は
、
15
歳
以
下
の
同
居
親

族
を
持
つ
世
帯
で
す
。

●
家

　賃

　①
市
内
子
育
て
世
帯
２
万
９
２

　
０
０
円
②
転
入
子
育
て
世
帯
１
万
９
２
０

　
０
円

●
共
益
費

　
８
０
０
円（
月
額
）

●
駐
車
場
料

　
１
台
３
７
８
０
円

◇
駐
車
場
は
１
台
分
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
間

　取
　
６
＋
４
．５
＋
L
D
K

●
設

　備
　
シ
ャ
ワ
ー
あ
り

●
敷

　金
　
家
賃
の
２
カ
月
分

●
契
約
期
間

　
２
年
間
（
再
契
約
制
度
あ
り
）。

た
だ
し
、
子
育
て
世
帯
は
、
15
歳
以
下
の

同
居
親
族
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
、
ま
た

は
入
居
開
始
か
ら
10
年
を
経
過
し
た
と

き
は
再
契
約
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
居
資
格

　
①
15
歳
以
下
の
同
居
家
族
を

有
す
る
こ
と
②
入
居
後
、
定
住
促
進
住
宅

の
所
在
地
を
住
所
地
と
し
て
住
民
登
録

で
き
る
こ
と
③
入
居
申
込
者
の
収
入
の

12
分
の
１
の
額
が
、
家
賃
及
び
共
益
費
合

計
の
３
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
④
入
居
者

及
び
同
居
者
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と
⑤
暴
力
団
員
な
ど
で
な
い
こ
と

●
申
込
期
間
　
随
時
募
集（
先
着
順
）

◇
満
室
に
な
っ
た
場
合
は
募
集
を
終
了
し
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
建
設
課
住
ま
い
政
策
室

☎(
87)

０
８
６
３

や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農

地
中
間
管
理
機
構
と
し
て
、
農
用
地
の
借
受

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
市
農

林
課
へ
提
出

●
募
集
期
間

　
令
和
２
年
２
月
28
日
㈮
ま
で

●
募
集
区
域

　
市
内
農
業
振
興
地
域
（
大
字

単
位
）

●
留
意
事
項

　
①
既
に
申
し
込
み
さ
れ
た
人

は
改
め
て
申
し
込
み
不
要
②
借
受
希
望

者
の
申
請
内
容
を
一
部
公
表
③
賃
貸
借

の
期
間
は
、原
則
10
年
以
上

※
問
い
合
わ
せ

　
市
農
林
課
☎（
87
）０
８
３

　
１
、や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０

　
２
３（
６
３
１
）０
６
９
７

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員
に
あ
な

た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
受
験
資
格

　
①
平
成
31
年
４
月
１
日
に
お

い
て
高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
人
及
び
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
高

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
②
人
事
院

が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず
る
と
認
め
る

人
●
受
付
期
間
　
６
月
17
日
㈪
～
26
日
㈬
ま
で

●
申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
国
家
公

務
員
試
験
採
用
情
報
N
A
V
I
）
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　http://w
w

w
.jinji.go

.jp/saiyo
/saiyo

.htm

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
１
日
㈰

※
問
い
合
わ
せ
　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係
☎
０
２
２
（
２
６
３
）

１
１
１
１
、人
事
院
東
北
事
務
局
☎
０
２

　
２（
２
２
１
）２
０
２
２

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

農
地
の
借
受
希
望
者
を

募
集
し
ま
す

税
務
職
員
採
用
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）の
お
知
ら
せ

定
住
促
進
住
宅
な
が
い
み
な
み
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

定
住
促
進
住
宅
な
が
い
き
た
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
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月
１
回
介
護
に
つ
い
て
の
研
修
や
交
流

会
を
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

●
い

　つ
　

7
月
23
日
㈫
午
後
1
時
30
分
～

3
時

●
ど
こ
で
　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内

　容
　
介
護
老
人
保
健
施
設
「
リ
バ
ー

ヒ
ル
長
井
」
の
施
設
を
見
学
し
、
そ
の
後
、

昼
食
会
を
行
い
ま
す
。

●
対

　象
　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
、

介
護
に
興
味
が
あ
る
人

●
申
込
期
限

　
7
月
19
日
㈮

※
問
い
合
わ
せ

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
88
）３
７
１
１

ひ
き
こ
も
り
や
、
不
登
校
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
。ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
下
さ
い
。

●
い

　つ
　
６
月
20
日
㈭
、
７
月
18
日
㈭
午

後
１
時
～
４
時

●
ど
こ
で

　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
料

　
無
料

◇
４
月
よ
り
場
所
が
市
民
文
化
会
館
か
ら
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か

ら
・
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
・
伊
藤
、
佐
藤
☎
０
２

　
３
８（
21
）６
４
３
６

ひ
き
こ
も
り
、不
登
校
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

７
月
家
族
介
護
教
室
（
介
護
者
の
集
い
）
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

 

えばた あつき さん

たかはし ひなた さんふせ みゆ さん いとう みらの さんわたなべ らんこ さん

わたべ まなと さんさとう えな さん たかはし かなみ さん

ほりこし ゆず さん こせき みずき さんかつみ けいすけ さん こん りりな さん

おおぬま れん さん

よこやま みさき さん

たかはし いちか さん

あおき ゆうし さん

撮影日5月14日㈫
市保健センター

（掲載は順不同です）
※問い合わせ　市総合政

策課秘書・広報室

　☎（87）0714
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●
調
査
区
域

　
中
央
地
区
（
ま
ま
の
上
、
東

町
、
屋
城
町
、
舟
場
、
栄
町
、
高
野
町
、
大
町
、

十
日
町
、
横
町
、
緑
町
、
新
町
）
、
豊
田
地
区

（
時
庭
、
泉
、
河
井
、歌
丸
、今
泉
）

●
調
査
対
象

　
上
水
道
本
管（
主
に
公
道
上
）

上
水
道
給
水
管
（
本
管
分
岐
箇
所
か
ら
宅

地
内
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
）

●
調
査
方
法

　
地
上
か
ら
の
音
聴
探
索

●
調
査
期
間

　
６
月
３
日
㈪
～
11
月
29
日
㈮

●
調
査
時
間

　
①
上
水
道
本
管
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
、
午
後
10
時
～
午
前
４
時

②
上
水
道
給
水
管
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分

●
委
託
業
者
　
東
日
本
漏
水
調
査
㈱

　☎
０
２
３
８
（
37
）５
５
２
８

◇
調
査
員
は
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
腕
章
を

着
け
て
い
ま
す
。
宅
地
内
に
立
ち
入
る
際

は
声
を
か
け
ま
す
が
、
留
守
の
場
合
で
も

作
業
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
上
下
水
道
課
工
務
係

　☎（
88
）
４
２
２
０
　

水
稲
の
食
害
や
倒
害
な
ど
の
農
作
物
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
有
害
鳥
獣
（
カ
ル
ガ

モ
）の
駆
除
を
左
記
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
期

　間
　
６
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰

●
時

　間
　
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で

●
ど
こ
で

　
住
宅
密
集
地
と
市
街
地
を
除
く

市
内
一
円

●
駆
除
方
法

　
西
お
き
た
ま
猟
友
会
長
井
分

会
に
よ
る
銃
器
で
の
駆
除

●
そ
の
他

　
５
月
１
日
～
10
月
31
日
ま
で
有

害
鳥
獣
（
カ
ラ
ス
）
の
駆
除
も
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
市
農
林
課
農
政
振
興
係

　

☎（
87
）０
８
３
１

●
実
施
期
間

　

　
第
１
期

　
６
月
１
日
㈯
～
７
月
31
日
㈬

　
第
２
期
　
８
月
１
日
㈭
～
９
月
30
日
㈪

　

第
３
期
　
10
月
１
日
㈫
～
11
月
30
日
㈯

●
対

　象
　
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企

業
●
目

　的
　
わ
が
国
の
全
産
業
分
野
に
お
け

る
事
業
所
及
び
企
業
の
経
済
活
動
の
状

態
を
全
国
的
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
各
種
統
計
調
査
を
行
う

際
の
基
礎
と
な
る
母
集
団
情
報
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

●
調
査
項
目
　
名
称
、
電
話
番
号
、
所
在
地
、

主
な
事
業
内
容
、
開
設
時
期
、
経
営
組
織

な
ど

◇
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
の

規
定
に
よ
り
適
正
に
管
理
し
ま
す
。
秘
密

の
保
護
に
は
万
全
を
期
し
て
お
り
、
統
計

法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
利
用
目
的
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

●
調
査
方
法

　
調
査
員
が
外
観
な
ど
か
ら
活

動
状
態
を
把
握
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
力

し
て
い
き
ま
す
。
調
査
票
は
新
規
把
握
事

業
所
な
ど
に
の
み
配
付
し
ま
す
の
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
郵
送
で
回
答
し
て
く

だ
さ
い
。

●
実
施
主
体

　
総
務
省
統
計
局

※
問
い
合
わ
せ

　
市
地
域
づ
く
り
推
進
課

　

☎（
87
）０
８
１
７

県
で
は
、
河
川
の
管
理
上
支
障
と
な
る
樹

木
を
伐
採
し
て
お
り
、
こ
の
支
障
木
を
薪ま

き

な

ど
に
利
用
す
る
一
般
の
人
に
無
償
提
供
し
ま

す
。な
お
、提
供
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と

な
り
ま
す
。事
前
申
込
は
不
要
で
す
。詳
細
は
、

市
建
設
課
に
配
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
、
ま
た

は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
営
利
目
的
や
他
人
へ
の
転
売
な
ど
を

目
的
と
す
る
場
合
は
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

●
提
供
期
間
　
６
月
26
日
㈬
～
27
日
㈭
午
前

９
時
～
午
後
４
時

●
提
供
場
所
　
置
賜
白
川
飯
豊
橋
下
流
東
側

の
河
川
敷（
飯
豊
町
添
川
地
内
）

●
対

　象
　
自
ら
積
込
み
運
搬
で
き
る
人

●
提
供
量
　
１
人
当
た
り
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台

程
度

●
樹

　種
　
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
な
ど

●
申
込
方
法

　
現
地
で
申
込
書
に
記
入
す
る

か
、
市
建
設
課
に
配
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
、

ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
記
入
し
、
当
日
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ

　
置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
河

川
砂
防
課
☎（
88
）８
２
３
４

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
お
困
り
の
人
は

ま
ず
は
お
電
話
を
。相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料

で
す
。

●
相
談
専
用
電
話

　
☎
０
２
３
（
６
４
１
）

５
２
０
１

●
相
談
場
所

　
山
形
市
緑
町
２
の
15
の
3

（
山
形
工
業
高
校
東
側
）

　

●
相
談
時
間

　
月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
問
い
合
わ
せ

　
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８

筆
界
特
定
制
度
は
、
土
地
の
筆
界
（
境
界
）

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
、
法
務
局
が
現

地
に
お
け
る
筆
界
の
位
置
を
特
定
す
る
制
度

で
す
。
隣
接
地
と
の
筆
界
が
分
か
ら
ず
困
っ

て
い
る
人
、
筆
界
に
つ
い
て
隣
地
所
有
者
と

意
見
が
一
致
せ
ず
困
っ
て
い
る
人
は
、
筆
界

特
定
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
山
形
地
方
法
務
局
登
記

部
門
筆
界
特
定
室
☎
０
２
３
（
６
２
５
）

１
３
５
８

水
道
管
の
漏
水
調
査
を

実
施
し
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

銃
器
で
の
カ
ル
ガ
モ
の
駆
除
を

実
施
し
ま
す

筆
界
特
定
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

借
金
返
済
に
関
す
る

無
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

河
川
な
ど
の
伐
採
木
を

無
償
で
提
供
し
ま
す
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月
１
回
介
護
に
つ
い
て
の
研
修
や
交
流

会
を
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

●
い

　つ
　

7
月
23
日
㈫
午
後
1
時
30
分
～

3
時

●
ど
こ
で

　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内

　容
　
介
護
老
人
保
健
施
設
「
リ
バ
ー

ヒ
ル
長
井
」
の
施
設
を
見
学
し
、
そ
の
後
、

昼
食
会
を
行
い
ま
す
。

●
対

　象
　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
、

介
護
に
興
味
が
あ
る
人

●
申
込
期
限

　
7
月
19
日
㈮

※
問
い
合
わ
せ

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
88
）３
７
１
１

ひ
き
こ
も
り
や
、
不
登
校
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
。ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
下
さ
い
。

●
い

　つ
　
６
月
20
日
㈭
、
７
月
18
日
㈭
午

後
１
時
～
４
時

●
ど
こ
で
　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
料
　
無
料

◇
４
月
よ
り
場
所
が
市
民
文
化
会
館
か
ら
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か

ら
・
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
・
伊
藤
、
佐
藤
☎
０
２

　
３
８（
21
）６
４
３
６

ひ
き
こ
も
り
、不
登
校
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

７
月
家
族
介
護
教
室
（
介
護
者
の
集
い
）
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

 

えばた あつき さん

たかはし ひなた さんふせ みゆ さん いとう みらの さんわたなべ らんこ さん

わたべ まなと さんさとう えな さん たかはし かなみ さん

ほりこし ゆず さん こせき みずき さんかつみ けいすけ さん こん りりな さん

おおぬま れん さん

よこやま みさき さん

たかはし いちか さん

あおき ゆうし さん

撮影日5月14日㈫
市保健センター

（掲載は順不同です）
※問い合わせ　市総合政

策課秘書・広報室

　☎（87）0714
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●
い

　つ
　
７
月
27
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

30
分

●
ど
こ
で

　
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ
ー
ル

●
内

　容
　
肝
臓
病
に
関
す
る
医
師
、
管
理

栄
養
士
に
よ
る
講
演

◇
最
後
に
個
別
相
談
も
可
能（
無
料
）で
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
山
形
大
学
医
学
部
第
２
内

科
☎
０
２
３
（
６
２
８
）５
３
０
９

●
い

　つ
　
６
月
30
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

正
午

●
ど
こ
で
　
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

●
内

　容
　
①
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

リ
ハ
ビ
リ
」②
音
楽
で
遊
ぼ
う

●
参
加
料
　
５
０
０
円（
付
き
添
い
無
料
）

●
申
込
期
限
　
６
月
25
日
㈫

※
問
い
合
わ
せ
　
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

友
の
会
山
形
県
支
部
・
鈴
木
☎
０
２
３
８

（
37
）３
７
４
９

●
い

　つ
　
８
月
15
日
㈭
午
後
２
時
受
付
開

始
、３
時
か
ら
式
典
　

●
ど
こ
で

　
タ
ス

●
対

　象
　
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

①
市
内
居
住
者
に
は
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

②
市
外
転
出
者
で
、参
加
希
望
者
は
、６
月
28

日
㈮
ま
で
、
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
に
て
、
成
人
者
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
保
護
者(

長
井
市
の)

住
所
・

世
帯
主
の
お
名
前
・
電
話
番
号
な
ど
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
場
合
は

「
や
ま
が
た
e
申
請
（
電
子
申
請
・
施
設
予

約
サ
ー
ビ
ス
）
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら

「
電
子
申
請
」
を
選
択
→
50
音
か
ら
「
長
井

市
」
を
選
択
→
「
成
人
式
申
込
み
」
を
選
択

し
、
必
要
事
項
を
入
力
し
お

申
込
く
だ
さ
い
。
下
記
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
も
読
み

取
り
可
能
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
市
文
化
生
涯
学
習
課

　
☎（
84
）７
６
７
７
、℻（
88
）５
８
８
３

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
分
列
行
進
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
い

　つ
　
６
月
２
日
㈰

○
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練（
市
役
所
周
辺
）　
午
後

１
時
～
１
時
45
分

○
分
列
行
進（
市
役
所
前
）　
午
後
１
時
45
分

か
ら

○
表
彰
・
式
典
な
ど
（
長
井
小
学
校
駐
車
場
）

午
後
２
時
40
分
か
ら

◇
中
央
十
字
路
か
ら
長
井
小
学
校
国
道
交
差

点
ま
で
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
及
び
分
列
行

進
の
時
間
帯
は
通
行
規
制
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本

部
総
務
課
☎（
88
）１
２
１
２

●
い

　つ
　
６
月
18
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

（
午
後
３
時
終
了
予
定
）

●
ど
こ
で

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
審
議
内
容

　
令
和
元
年
度
事
業
計
画
な
ど

●
そ
の
他

　
こ
の
会
議
は
公
開
し
て
お
り
、

誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
人
は
、
会
議
当
日
の
開
会
予
定
時
刻
ま

で
に
、
会
場
受
付
に
あ
る
受
付
簿
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

傍
聴
の
受
け
付
け
は
先
着
順
（
定
員
５

名
）と
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
建
設
課
都
市
計
画
係

　
☎（
87
）０
８
６
３
、℻（
84
）５
９
６
９

　kensetsu@
city.nagai.yam

agata.jp
英
会
話
カ
フ
ェ
で
気
軽
に
英
語
に
触
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。英

語
に
触
れ
る
場
、
国
際
交
流
の
場
と
し
て
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
毎
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
い

　つ
　
毎
週
火
曜
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
毎
週
水
曜
午
後
６
時
～
７
時
30
分

（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

●
ど
こ
で

　
旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎
く
つ

ろ
ぎ
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
1

●
参
加
料

　
無
料

◇
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
講

　師
　
コ
ン
ナ
・
セ
ー
ラ（
イ
ギ
リ
ス
出

身
女
性
、
日
本
語
O
K
）
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
・

バ
ハ
テ
ィ（
タ
ン
ザ
ニ
ア
出
身
男
性
）

※
問
い
合
わ
せ

　
市
総
合
政
策
課
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
文
化
ス
ポ
ー

ツ
交
流
推
進
室
☎（
87
）０
７
１
４

●
い

　つ
　
６
月
14
日
㈮
～
27
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
４
時
45
分

◇
平
日
の
み
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

●
ど
こ
で

　
置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
地
域
振

興
局
5
階
教
育
相
談
室

※
問
い
合
わ
せ
　
市
学
校
教
育
課
☎
（
88
）

５
７
６
７

あやめカフェ＆つつじカフェ
一緒にお茶を飲みながら、介護の悩み相談や友

人との交流の場としてご利用ください。

あやめカフェ（午後２時～３時30分）
 ●どこで　ケアセンターとこしえあやめ通り
　（緑町12の50、☎（88）9800）
 ●6月の開催日　6月20日㈭

つつじカフェ（午後２時～３時30分）
 ●どこで　あら町ケアセンター
　（あら町4の23、☎（84）7577）
 ●6月の開催日　6月27日㈭

肝
が
ん
撲
滅
運
動
市
民
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

長
井
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

長
井
市
消
防
演
習
を

実
施
し
ま
す

長
井
市
景
観
審
議
会
を

開
催
し
ま
す

英
会
話
カ
フ
ェ
を

開
催
し
て
い
ま
す

教
科
書
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
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も
の
忘
れ
が
年
齢
に
応
じ
た
も
の
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
す
。
認
知
症
の
診
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
気
軽
に
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
い

　つ
　
6
月
13
日
㈭
、18
日
㈫
、20
日
㈭
、

25
日
㈫
、
27
日
㈭
、
7
月
8
日
㈪
、
11
日
㈭
、

17
日
㈬
、
22
日
㈪
、
26
日
㈮
午
前
9
時
30

分
～
11
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分

●
ど
こ
で

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
公

立
置
賜
長
井
病
院
支
所
（
公
立
置
賜
長
井

病
院
2
階
）

●
対

　象
　
市
内
在
住
の
65
～
80
才
の
人

●
内

　容
　
①
10
分
程
度
の
質
問
テ
ス
ト
②

検
査
の
結
果
に
つ
い
て
の
説
明

●
料

　金
　
無
料

●
定

　員
　
60
人
　(

先
着
順)

※
問
い
合
わ
せ
　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
公
立
置
賜
長
井
病
院
支
所
☎
（
87
）

１
１
３
０

病
院
改
築
に
伴
う
設
備
点
検
な
ど
の
た

め
、
下
記
の
期
間
、乳
が
ん
検
診
を
休
診
し
ま

す
。
市
の
乳
が
ん
検
診
受
診
券
ま
た
は
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
人
で
、
同
病
院
で

受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
下
記
の
期
間
以

外
の
日
程
で
受
診
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
休
診
前
は
旧
病
院
で
、
休
診
後

は
新
病
院
で
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

●
休
診
期
間
　
６
月
12
日
㈬
～
30
日
㈰

◇
期
間
の
延
長
ま
た
は
短
縮
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ

　
公
立
置
賜
南
陽
病
院
☎
０

　
２
３
８（
47
）３
０
０
０

介
護
予
防
教
室
で
、
他
の
人
の
運
動
や
体

力
測
定
を
補
助
し
な
が
ら
、
ご
自
分
の
介
護

予
防
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
人
を
養

成
し
ま
す
。
介
護
予
防
に
つ
い
て
知
識
を
身

に
つ
け
て
、
月
１
回
以
上
教
室
の
運
営
に
協

力
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日
程
と
内
容

○
第
1
回
目

　
７
月
８
日
㈪

　
長
井
市
の
介

護
予
防
事
業
、認
知
症
と
予
防
に
つ
い
て

○
第
2
回
目

　
７
月
22
日
㈪

　
介
護
予
防
の

必
要
性
に
つ
い
て

○
第
3
回
目
　
８
月
５
日
㈪
　
低
栄
養
予
防

　
・
口
腔
機
能
向
上
の
話

○
第
4
回
目
　
８
月
19
日
㈪
　
介
護
予
防
教

室
に
つ
い
て
（
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
、

体
力
測
定

○
第
5
回
目
　
９
月
２
日
㈪
　
軽
運
動
（
自

宅
で
で
き
る
体
操
）
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

●
開
催
時
間
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●
ど
こ
で
　
リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井
総
合
ケ
ア
セ

ン
タ
ー（
中
道
）

●
対

　象
　
介
護
予
防
に
興
味
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
人
で
お

お
む
ね
70
歳
代
ま
で
の
人

●
定

　員
　
20
人
　
　

※
問
い
合
わ
せ
　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
83
）２
１
２
７

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
（
生
活
習
慣

病
予
防
や
介
護
予
防
な
ど
）を
、地
域
に
普
及

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。運
動
の
得
意
・
不
得
意
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
い

　つ
　
７
月
19
日
㈮
、
29
日
㈪
、
８
月

９
日
㈮
、
30
日
㈮
、
９
月
10
日
㈫
、
30
日
㈪
、

10
月
18
日
㈮
、24
日
㈭（
計
８
回
の
講
座
）

●
時

　間
　
午
後
１
時
10
分
～
4
時（
目
安
）

◇
た
だ
し
、
８
月
30
日
㈮
の
み
午
前
９
時
30

分
～
正
午
で
す
。
日
程
・
時
間
帯
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
ど
こ
で
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

　容
　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

（
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ボ
ー
ル
体
操
な
ど
）
、

医
師
や
栄
養
士
の
講
話
、普
通
救
命
講
習

●
対

　象
　
講
座
修
了
後
、
運
動
普
及
推
進

員
と
し
て
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
る
市
内
在
住
の
70
歳

く
ら
い
ま
で
の
人

◇
実
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
で
行

い
ま
す
。

●
受
講
料
　
無
料
　

●
申
込
期
限
　
７
月
12
日
㈮

※
問
い
合
わ
せ

　
市
健
康
課
☎（
84
）６
８
２

　
２

10
分
で
で
き
る

あ
た
ま
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　第38回長井市食生活改善推進協議会総会が4月16日に開催され、

64人が参加しました。今年度は新たに7人を迎え、会員115人での

スタートとなりました。

　総会では平成30年度活動報告、令和元年度活動計画、予算案など

全議案が承認されました。総会後の研修会では置賜総合病院管理

栄養士の井上信子さんをお迎えして「食改の皆さまと考える、これ

からの栄養と食事」と題して食改の誕生やこれから期待される役

割についてお話をいただきました。また、平成28年度の県民健康・

栄養調査結果の概要についても説明していただきました。男女共

さらに1日３グラム相当の減塩が必要なことや、朝食欠食率は男女

共に20代が多いことなどが分かりました。

　これからも、適切な食生活の普及、定着の啓発に取り組んでいき

たいと思います。

『第38回食改総会が行われました』

※問い合わせ　市健康課☎(84)6822

公
立
置
賜
南
陽
病
院

乳
が
ん
検
診
休
診
の
お
知
ら
せ

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す

運
動
普
及
推
進
員
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
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●
い

　つ
　
７
月
27
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

30
分

●
ど
こ
で
　
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ
ー
ル

●
内

　容
　
肝
臓
病
に
関
す
る
医
師
、
管
理

栄
養
士
に
よ
る
講
演

◇
最
後
に
個
別
相
談
も
可
能（
無
料
）で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
山
形
大
学
医
学
部
第
２
内

科
☎
０
２
３
（
６
２
８
）５
３
０
９

●
い

　つ
　
６
月
30
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

正
午

●
ど
こ
で

　
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

●
内

　容
　
①
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

リ
ハ
ビ
リ
」②
音
楽
で
遊
ぼ
う

●
参
加
料
　
５
０
０
円（
付
き
添
い
無
料
）

●
申
込
期
限

　
６
月
25
日
㈫

※
問
い
合
わ
せ

　
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

友
の
会
山
形
県
支
部
・
鈴
木
☎
０
２
３
８

（
37
）３
７
４
９

●
い

　つ
　
８
月
15
日
㈭
午
後
２
時
受
付
開

始
、３
時
か
ら
式
典

　

●
ど
こ
で

　
タ
ス

●
対

　象
　
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

①
市
内
居
住
者
に
は
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

②
市
外
転
出
者
で
、参
加
希
望
者
は
、６
月
28

日
㈮
ま
で
、
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
に
て
、
成
人
者
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
保
護
者(

長
井
市
の)

住
所
・

世
帯
主
の
お
名
前
・
電
話
番
号
な
ど
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
場
合
は

「
や
ま
が
た
e
申
請
（
電
子
申
請
・
施
設
予

約
サ
ー
ビ
ス
）
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら

「
電
子
申
請
」
を
選
択
→
50
音
か
ら
「
長
井

市
」
を
選
択
→
「
成
人
式
申
込
み
」
を
選
択

し
、
必
要
事
項
を
入
力
し
お

申
込
く
だ
さ
い
。
下
記
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
も
読
み

取
り
可
能
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
文
化
生
涯
学
習
課

　
☎（
84
）７
６
７
７
、℻（
88
）５
８
８
３

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
分
列
行
進
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
い

　つ
　
６
月
２
日
㈰

○
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練（
市
役
所
周
辺
）　
午
後

１
時
～
１
時
45
分

○
分
列
行
進（
市
役
所
前
）　
午
後
１
時
45
分

か
ら

○
表
彰
・
式
典
な
ど
（
長
井
小
学
校
駐
車
場
）

午
後
２
時
40
分
か
ら

◇
中
央
十
字
路
か
ら
長
井
小
学
校
国
道
交
差

点
ま
で
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
及
び
分
列
行

進
の
時
間
帯
は
通
行
規
制
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本

部
総
務
課
☎（
88
）１
２
１
２

●
い

　つ
　
６
月
18
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

（
午
後
３
時
終
了
予
定
）

●
ど
こ
で
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
審
議
内
容
　
令
和
元
年
度
事
業
計
画
な
ど

●
そ
の
他
　
こ
の
会
議
は
公
開
し
て
お
り
、

誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
人
は
、
会
議
当
日
の
開
会
予
定
時
刻
ま

で
に
、
会
場
受
付
に
あ
る
受
付
簿
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

傍
聴
の
受
け
付
け
は
先
着
順
（
定
員
５

名
）と
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
市
建
設
課
都
市
計
画
係

　
☎（
87
）０
８
６
３
、℻（
84
）５
９
６
９

　kensetsu@
city.nagai.yam

agata.jp

英
会
話
カ
フ
ェ
で
気
軽
に
英
語
に
触
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。英

語
に
触
れ
る
場
、
国
際
交
流
の
場
と
し
て
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
毎
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
い

　つ
　
毎
週
火
曜
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
毎
週
水
曜
午
後
６
時
～
７
時
30
分

（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

●
ど
こ
で

　
旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎
く
つ

ろ
ぎ
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
1

●
参
加
料

　
無
料

◇
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
講

　師
　
コ
ン
ナ
・
セ
ー
ラ（
イ
ギ
リ
ス
出

身
女
性
、
日
本
語
O
K
）
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
・

バ
ハ
テ
ィ（
タ
ン
ザ
ニ
ア
出
身
男
性
）

※
問
い
合
わ
せ
　
市
総
合
政
策
課
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
文
化
ス
ポ
ー

ツ
交
流
推
進
室
☎（
87
）０
７
１
４

●
い

　つ
　
６
月
14
日
㈮
～
27
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
４
時
45
分

◇
平
日
の
み
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

●
ど
こ
で
　
置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
地
域
振

興
局
5
階
教
育
相
談
室

※
問
い
合
わ
せ

　
市
学
校
教
育
課
☎
（
88
）

５
７
６
７

あやめカフェ＆つつじカフェ
一緒にお茶を飲みながら、介護の悩み相談や友

人との交流の場としてご利用ください。

あやめカフェ（午後２時～３時30分）
 ●どこで　ケアセンターとこしえあやめ通り
　（緑町12の50、☎（88）9800）
 ●6月の開催日　6月20日㈭

つつじカフェ（午後２時～３時30分）
 ●どこで　あら町ケアセンター
　（あら町4の23、☎（84）7577）
 ●6月の開催日　6月27日㈭

肝
が
ん
撲
滅
運
動
市
民
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

長
井
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

長
井
市
消
防
演
習
を

実
施
し
ま
す

長
井
市
景
観
審
議
会
を

開
催
し
ま
す

英
会
話
カ
フ
ェ
を

開
催
し
て
い
ま
す

教
科
書
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
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●
い

　つ
　
６
月
29
日
㈯
午
後
２
時
30
分
か

ら
●
ど
こ
で
　
川
西
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
大
集
会
室

●
演

　題
　
ス
マ
ホ
時
代
の
子
ど
も
の
成
長

～
新
た
な
人
間
疎
外
状
況
の
下
で
～

●
講

　師
　
富
田
富
士
也
さ
ん
（
子
ど
も
家

庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）

●
入
場
料
　
無
料
（
申
込
不
要
）

※
問
い
合
わ
せ
　
置
賜
社
会
教
育
振
興
会
事

務
局
☎（
88
）
８
２
４
２

●
い

　つ
　
６
月
20
日
㈭
午
前
９
時
40
分
～

11
時
30
分

●
ど
こ
で

　
米
沢
養
護
学
校
長
井
校
（
豊
田

小
学
校
内
）

●
対

　象
　
長
井
校
に
興
味
の
あ
る
保
護
者
、

小
・
中
学
部
に
就
学
を
考
え
て
い
る
保
護

者
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

関
係
者
、
福
祉
関
係
者

●
申
込
期
限

　
６
月
13
日
㈭

※
問
い
合
わ
せ

　
米
沢
養
護
学
校
長
井
校

　

☎（
88
）
５
２
７
７

●
い

　つ
　
６
月
30
日
㈰
午
前
８
時
３
分
か

ら
第
１
組
ス
タ
ー
ト

●
ど
こ
で
　
山
形
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

は
ぎ
苑（
表
彰
式
及
び
懇
談
会
）

●
参
加
資
格
　
ど
な
た
で
も

●
参
加
料
　
５
千
円

●
定

　員
　
先
着
１
０
０
人

●
表

　彰
　
飛
び
賞
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
賞

な
ど
多
数
。全
員
に
参
加
賞
。

●
申
込
方
法
　
日
の
出
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
申

込
用
紙
に
記
入
す
る
か
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。同
伴
希
望
も
可
能
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
実
行
委
員
会
・
加
藤
☎
０

　
９
０（
９
６
３
１
）０
１
６
８
、勝
見
☎
０

　
９
０（
３
９
８
４
）５
５
１
０

○
丸
大
に
残
さ
れ
た
漆
の
器
展

●
い

　つ
　
６
月
４
日
㈫
～
７
月
28
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時

30
分
ま
で
）

◇
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
（
月
曜
祝
日
の
場

合
は
、翌
日
）。

●
ど
こ
で

　
丸
大
扇
屋

○
長
沼
孝
三
彫
塑
館

　第
二
期
展
示
「
ス
タ

イ
ル
」

●
い

　つ
　
６
月
11
日
㈫
～
9
月
23
日
㈪
㈷

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

●
ど
こ
で

　
長
沼
孝
三
彫
塑
館

●
入
館
料

　
大
人
３
０
０
円
、高
校
生
２
０

　
０
円
、小
中
学
生
１
０
０
円

○
あ
や
め
大
華
展

●
い

　つ
　
６
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）

●
ど
こ
で

　
丸
大
扇
屋

※
問
い
合
わ
せ
　
文
教
の
杜
な
が
い
☎（
88
）

４
１
５
１

●
い

　つ
　
６
月
14
日
㈮
午
後
７
時
～
９
時

◇
予
備
日
は
６
月
15
日
㈯
で
す
。

●
ど
こ
で
　
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

●
対

　象
　
小
学
３
年
生
以
上
30
人
程
度

●
参
加
料
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ
　
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
☎（
84
）５
８
６
９

●
期

　間
　
６
月
16
日
㈰
～
７
月
15
日
㈪
㈷

午
前
11
時
～
午
後
８
時
30
分

◇
３
日
前
ま
で
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
ど
こ
で

　
あ
や
め
公
園
北
口
付
近
野
川
河

川
敷

●
料

　金
　
３
千
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

※
問
い
合
わ
せ

　
川
床
茶
屋
実
行
委
員
会
・

目
黒
☎（
84
）２
１
５
７

●
い

　つ
　
６
月
14
日
㈮
～
16
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま

で
）

●
ど
こ
で

　
小
桜
館

●
入
場
料
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ
　
暢
神
書
道
会
・
平
田

　☎（
84
）３
０
６
２

米
沢
養
護
学
校
長
井
校

学
校
見
学
会
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
達
の
成
長
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
民
ゴ
ル
フ
大
会（
市
長
杯
）を

開
催
し
ま
す

文
教
の
杜
か
ら
の
お
知
ら
せ

暢
神
書
道
展
を
開
催
し
ま
す

お
月
様
と
木
星
、春
の
星
座
を

観
察
し
よ
う

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
お
も
て
な
し

川
床
茶
屋
を
開
催
し
ま
す
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●
い

　つ
　
６
月
９
日
㈰
、
23
日
㈰
午
後
２

時
か
ら

●
ど
こ
で

　
遍
照
寺
本
堂
（
横
町
）

●
対

　象
　
園
児
か
ら
大
人
ま
で

●
内

　容
　
和
歌
を
通
じ
て
日
本
古
来
の
言

葉
の
響
き
を
感
じ
、
豊
か
な
心
を
育
む
稽

古
で
す
。見
学
、
体
験
も
大
歓
迎
で
す
。

●
参
加
料

　
一
人
千
円
（
畳
代
／
年
）
、
ひ
と

家
族
千
円
（
暖
房
料
十
一
月
か
ら
三
月

分
）

◇
ご
葬
儀
な
ど
に
よ
り
日
時
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
初
参
加
の
人
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
稽
古
の
様
子
を
公
開
す

る
ブ
ロ
グ
は
「
ウ
チ
の
和
尚
さ
ん
」
で
検

索
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
遍
照
寺
☎（
88
）
２
２
８
５

市
内
の
子
ど
も
達
の
夢
や
願
い
を
込
め

た
ラ
ン
タ
ン
約
１
５
０
０
基
を
、
あ
や
め
公

園
内
で
灯
し
ま
す
。
子
ど
も
達
の
未
来
へ
向

け
た
明
る
く
、
力
強
い
夢
や
願
い
で
あ
ふ
れ

た
あ
や
め
公
園
に
ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

●
い

　つ
　
６
月
15
日
㈯
午
後
４
時
30
分
～

８
時
30
分

●
ど
こ
で
　
あ
や
め
公
園

●
内

　容
　
ラ
ン
タ
ン
点
灯
、
当
日
ラ
ン
タ

ン
制
作
コ
ー
ナ
ー

※
問
い
合
わ
せ

　
夢
灯
実
行
委
員
会
・
齋
藤

☎
０
８
０（
７
１
９
３
）２
２
４
６

●
い

　つ
　
６
月
15
日
㈯
午
後
３
時
30
分
～

４
時
30
分

●
ど
こ
で

　
タ
ス
2
階
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

●
講

　師
　
村
上
滋
郎
さ
ん
（
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
洋
画
コ
ー
ス
専

任
講
師
、
長
井
ブ
ル
ワ
リ
ー
ク
ラ
フ
ト
マ

ン
代
表
、ア
メ
フ
ラ
シ
代
表
）

●
演

　題
　
想
像
力
と
創
造
力

　
「
ア
ー
ト

を
社
会
に
ど
う
生
か
す
か
」

※
問
い
合
わ
せ

　
長
井
教
育
会
・
土
屋

　
☎（
87
）０
６
３
３
、℻（
87
）０
６
４
５

レ
ト
ロ
な
教
室
で
合
唱
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。楽
譜
は
当
日
配
付
し
ま
す
が
、お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
基
本
的
な
発
声

練
習
か
ら
始
め
て
、
す
て
き
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

に
仕
上
げ
ま
す
。ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
い

　つ
　
6
月
29
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

●
ど
こ
で
　
旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎
２
階

●
参
加
料
　
大
人
千
円
、子
ど
も
５
０
０
円

●
指
導
者
　
小
松
伸
子
さ
ん
（
指
揮
）
、
安
部

里
美
さ
ん（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

●
曲

　目
　
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
、「
カ
ン
ト

リ
ー
ロ
ー
ド
」、「
君
を
の
せ
て
」な
ど

●
定

　員
　
50
人

●
申
込
期
限
　
6
月
20
日
㈭

※
問
い
合
わ
せ

　
置
賜
う
た
な
か
ま
の
つ
ど

い
実
行
委
員
会
・
小
松
☎（
84
）６
３
９
８

長
井
教
育
会

記
念
講
演
会
の
お
知
ら
せ

み
ん
な
で
灯
そ
う
夢

ゆ
め
あ
か
り

灯
を

開
催
し
ま
す

★ ★

●

● →

● →

●

☎

百
人
一
首
道
場

遍
照
寺
か
る
た
会

置
賜
う
た
な
か
ま
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す
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●
い

　つ
　
６
月
29
日
㈯
午
後
２
時
30
分
か

ら
●
ど
こ
で

　
川
西
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
大
集
会
室

●
演

　題
　
ス
マ
ホ
時
代
の
子
ど
も
の
成
長

～
新
た
な
人
間
疎
外
状
況
の
下
で
～

●
講

　師
　
富
田
富
士
也
さ
ん
（
子
ど
も
家

庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）

●
入
場
料

　
無
料
（
申
込
不
要
）

※
問
い
合
わ
せ

　
置
賜
社
会
教
育
振
興
会
事

務
局
☎（
88
）
８
２
４
２

●
い

　つ
　
６
月
20
日
㈭
午
前
９
時
40
分
～

11
時
30
分

●
ど
こ
で
　
米
沢
養
護
学
校
長
井
校
（
豊
田

小
学
校
内
）

●
対

　象
　
長
井
校
に
興
味
の
あ
る
保
護
者
、

小
・
中
学
部
に
就
学
を
考
え
て
い
る
保
護

者
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

関
係
者
、
福
祉
関
係
者

●
申
込
期
限
　
６
月
13
日
㈭

※
問
い
合
わ
せ
　
米
沢
養
護
学
校
長
井
校
　

☎（
88
）
５
２
７
７

●
い

　つ
　
６
月
30
日
㈰
午
前
８
時
３
分
か

ら
第
１
組
ス
タ
ー
ト

●
ど
こ
で

　
山
形
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

は
ぎ
苑（
表
彰
式
及
び
懇
談
会
）

●
参
加
資
格
　
ど
な
た
で
も

●
参
加
料

　
５
千
円

●
定

　員
　
先
着
１
０
０
人

●
表

　彰
　
飛
び
賞
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
賞

な
ど
多
数
。全
員
に
参
加
賞
。

●
申
込
方
法

　
日
の
出
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
申

込
用
紙
に
記
入
す
る
か
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。同
伴
希
望
も
可
能
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
実
行
委
員
会
・
加
藤
☎
０

　
９
０（
９
６
３
１
）０
１
６
８
、勝
見
☎
０

　
９
０（
３
９
８
４
）５
５
１
０

○
丸
大
に
残
さ
れ
た
漆
の
器
展

●
い

　つ
　
６
月
４
日
㈫
～
７
月
28
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時

30
分
ま
で
）

◇
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
（
月
曜
祝
日
の
場

合
は
、翌
日
）。

●
ど
こ
で
　
丸
大
扇
屋

○
長
沼
孝
三
彫
塑
館

　第
二
期
展
示
「
ス
タ

イ
ル
」

●
い

　つ
　
６
月
11
日
㈫
～
9
月
23
日
㈪
㈷

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

●
ど
こ
で
　
長
沼
孝
三
彫
塑
館

●
入
館
料
　
大
人
３
０
０
円
、高
校
生
２
０

　
０
円
、小
中
学
生
１
０
０
円

○
あ
や
め
大
華
展

●
い

　つ
　
６
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）

●
ど
こ
で
　
丸
大
扇
屋

※
問
い
合
わ
せ
　
文
教
の
杜
な
が
い
☎（
88
）

４
１
５
１

●
い

　つ
　
６
月
14
日
㈮
午
後
７
時
～
９
時

◇
予
備
日
は
６
月
15
日
㈯
で
す
。

●
ど
こ
で

　
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

●
対

　象
　
小
学
３
年
生
以
上
30
人
程
度

●
参
加
料

　
無
料

※
問
い
合
わ
せ

　
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
☎（
84
）５
８
６
９

●
期

　間
　
６
月
16
日
㈰
～
７
月
15
日
㈪
㈷

午
前
11
時
～
午
後
８
時
30
分

◇
３
日
前
ま
で
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
ど
こ
で
　
あ
や
め
公
園
北
口
付
近
野
川
河

川
敷

●
料

　金
　
３
千
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

※
問
い
合
わ
せ
　
川
床
茶
屋
実
行
委
員
会
・

目
黒
☎（
84
）２
１
５
７

●
い

　つ
　
６
月
14
日
㈮
～
16
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま

で
）

●
ど
こ
で
　
小
桜
館

●
入
場
料
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ

　
暢
神
書
道
会
・
平
田

　☎（
84
）３
０
６
２

米
沢
養
護
学
校
長
井
校

学
校
見
学
会
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
達
の
成
長
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
民
ゴ
ル
フ
大
会（
市
長
杯
）を

開
催
し
ま
す

文
教
の
杜
か
ら
の
お
知
ら
せ

暢
神
書
道
展
を
開
催
し
ま
す

お
月
様
と
木
星
、春
の
星
座
を

観
察
し
よ
う

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
お
も
て
な
し

川
床
茶
屋
を
開
催
し
ま
す
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長井バドミントンスポーツ少年団

スポーツ少年団紹介

スポーツを楽しみ、心と体を鍛えよう！バドミント

ンを通してこんな子ども達を育てていきます。

「元気いっぱい」：おもしろい、楽しいと一生懸命に運動す

　　　　           る子ども

「チャレンジ」：自分の夢を達成するために挑戦する子ども

「ありがとう」：自分を支えてくれる人に感謝する子ども

　日曜日に見学ができますので、やってみたいと思っ

たら、ぜひ見学に来てください。

●練習会場　長井南中学校、豊田体育館（日曜日のみ）

●活動日

　毎週水曜日・金曜日　19：30～21：30（上級者）

　毎週土曜日　19：00～21：30（全員）

　毎週日曜日　9：00～11：30（初級者）

　　　　　　  12：00～14：50（上級者）

●対　象　小学校１年生～６年生男女
※問い合わせ　代表指導者　鈴木義弘☎（84）3109

大人のハイキング川西「下小松古墳群」散策

・・・ヒメサユリが見頃です・・・

●い　つ　6月12日㈬午前8時30分

●集　合　生涯学習プラザ（小雨決行）

●持ち物　飲み物、おやつ、雨具、タオル、

　　　　　履き慣れた靴、動きやすい服装

●申込期限　6月7日㈮
●定　員　先着20人

※問い合わせ　長井花のまちスポーツクラブ事務局

　（生涯学習プラザ内）☎（87）0187

紹介します！

長井市〇〇〇〇〇〇〇活動

正解者の中から抽選で２人に、市民直売所「おらん
だ市場菜なポート」の500円分の商品券を進呈します。
クイズの答えと住所・氏名・年齢・電話番号、市報に対
するご意見などをはがきに書いてお寄せください。▲

あ て 先　〒993・8601
　　　　　　長井市総合政策課「市報クイズ」係▲

締め切り　6月17日㈪当日消印有効▲

5月1日号の市報クイズの正解は「いまこそ」でした。
プレゼント当選者は次のとおりです。

　青木さん（台町）　　髙村さん（九野本）
　ご応募ありがとうございました。

編
集
後
記

▼
は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
度
か

ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た

鈴
木
と
申
し
ま
す
。
４
月
か
ら

長
井
に
移
住
し
て
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
の
２
カ
月
。
白
つ

つ
じ
ま
つ
り
・
黒
獅
子
ま
つ

り
と
い
う
長
井
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
、
長
井

の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
カ
メ
ラ
を
持
つ
手
も

危
な
げ
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
く

の
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。(

鈴
木
）

▲

「広報ながい」から旬の情報をピックアップ

　けさらじ㈫㈭㈮ 7:30頃、ゆうらじ㈫㈭㈮18:15頃、

　週刊おらんだラジオ増刊号㈯９:15

▲

おらんだのニュース　

　ひるらじ㈪～㈮ 13:15頃

▲

すくすく子育て応援ラジオプラス（15分）

　（隔週㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、隔週㈯ 9:00～）

▲

～ころばぬ先の豆知識～こんちには消費生活センターです

　（隔週㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、隔週㈯ 9:00～）

▲

聞いてびっくり！しゃべって納得！国際交流のススメ

　　6月放送は3日㈪、5日㈬7:30頃、18:15頃、

　　8日㈯9:00～（再放送含む）

◇長井市の人口（4月30日現在）
総人口　26,714人（男12,985人、女13,729人）

世帯数　9,943世帯（外国人含）

長井市関連
番組紹介

「広報ながい」は大豆油インクを使用しています。

※問い合わせ　長井ボランティアセンター

（市社会福祉協議会）☎（88）3711

ー広報ながい録音版の提供についてー

　広報ながい録音版を、目の不自由な人にCDま

たはカセットテープで提供しています。費用は

かかりません。お問い合わせください。

楽しい山歩き教室　上山市「三吉山」コース

・・・やまがた百名山に選定されました・・・

●い　つ　6月26日㈬午前8時00分

●集　合　生涯学習プラザ（小雨決行）

●持ち物　昼食、飲み物、おやつ、雨具、タオル、

　　　　　履き慣れた靴、トレッキングできる服装

●申込期限　6月21日㈮
●定　員　先着15人

◇参加料はどちらも会員700円、非会員1,000円です。

また、参加料の他別途諸経費が必要です。詳しい内

容、申し込みは事務局まで問い合わせください。

黒べこまつり黒べこまつり黒べこまつり
第

10 回

黒べこまつり
長　井長　井

6月22日㊏
正午～午後2時

最上川河川緑地
（タス東側河川敷）

長井市内で育てられた最高級A5ランクの米沢牛を堪能しませんか？

①手ぶら焼肉チケット（4人分）　 
　　　　　　　　　　　 13,000円

　長井産米沢牛A5等級（800g）
　おにぎり4個　野菜セット　
　日本酒ワンカップ4本

当日販売はありません。

②米沢牛販売チケット
　焼肉用（500g）　　　　　　3,500円

　切り落とし肉（500g）　　　1,500円

昨年よりもお求め安くなりました！

米沢牛チャンピオン牛の郷

■駐車場の利用について
　①手ぶら焼肉チケットを購入した人は、会場内駐車場（タス東側）をご利用ください。

　②米沢牛販売チケットを購入した人は道の駅「川のみなと長井」に駐車し、、黒べこまつり会場

　　までお越しください。

■チケット取扱所・問い合わせ
　西置賜地域振興局庁舎2階（高野町2の3の1）　市農林課☎（87）0831

肉の販売は6月22日㈯午前11時～午後2時ま

で、会場内でのお引き取りに限ります。

①・②ともに、売り切れ次第終了となります。

■前売りチケット

■当日販売
　当日もお持ち帰り用の米沢牛を若干販売します。

黒べこまつり黒べこまつり黒べこまつり
第

10 回

黒べこまつり
長　井長　井

6月22日㊏
正午～午後2時

最上川河川緑地
（タス東側河川敷）

長井市内で育てられた最高級A5ランクの米沢牛を堪能しませんか？

①手ぶら焼肉チケット（4人分）　 
　　　　　　　　　　　 13,000円

　長井産米沢牛A5等級（800g）
　おにぎり4個　野菜セット　
　日本酒ワンカップ4本

当日販売はありません。

②米沢牛販売チケット
　焼肉用（500g）　　　　　　3,500円

　切り落とし肉（500g）　　　1,500円

昨年よりもお求め安くなりました！

米沢牛チャンピオン牛の郷

■駐車場の利用について
　①手ぶら焼肉チケットを購入した人は、会場内駐車場（タス東側）をご利用ください。

　②米沢牛販売チケットを購入した人は道の駅「川のみなと長井」に駐車し、、黒べこまつり会場

　　までお越しください。

■チケット取扱所・問い合わせ
　西置賜地域振興局庁舎2階（高野町2の3の1）　市農林課☎（87）0831

肉の販売は6月22日㈯午前11時～午後2時ま

で、会場内でのお引き取りに限ります。

①・②ともに、売り切れ次第終了となります。

■前売りチケット

■当日販売
　当日もお持ち帰り用の米沢牛を若干販売します。
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長井バドミントンスポーツ少年団

スポーツ少年団紹介

スポーツを楽しみ、心と体を鍛えよう！バドミント

ンを通してこんな子ども達を育てていきます。

「元気いっぱい」：おもしろい、楽しいと一生懸命に運動す

　　　　           る子ども

「チャレンジ」：自分の夢を達成するために挑戦する子ども

「ありがとう」：自分を支えてくれる人に感謝する子ども

　日曜日に見学ができますので、やってみたいと思っ

たら、ぜひ見学に来てください。

●練習会場　長井南中学校、豊田体育館（日曜日のみ）

●活動日

　毎週水曜日・金曜日　19：30～21：30（上級者）

　毎週土曜日　19：00～21：30（全員）

　毎週日曜日　9：00～11：30（初級者）

　　　　　　  12：00～14：50（上級者）

●対　象　小学校１年生～６年生男女
※問い合わせ　代表指導者　鈴木義弘☎（84）3109

大人のハイキング川西「下小松古墳群」散策

・・・ヒメサユリが見頃です・・・

●い　つ　6月12日㈬午前8時30分

●集　合　生涯学習プラザ（小雨決行）

●持ち物　飲み物、おやつ、雨具、タオル、

　　　　　履き慣れた靴、動きやすい服装

●申込期限　6月7日㈮
●定　員　先着20人

※問い合わせ　長井花のまちスポーツクラブ事務局

　（生涯学習プラザ内）☎（87）0187

紹介します！

長井市〇〇〇〇〇〇〇活動

正解者の中から抽選で２人に、市民直売所「おらん
だ市場菜なポート」の500円分の商品券を進呈します。
クイズの答えと住所・氏名・年齢・電話番号、市報に対
するご意見などをはがきに書いてお寄せください。▲

あ て 先　〒993・8601
　　　　　　長井市総合政策課「市報クイズ」係▲

締め切り　6月17日㈪当日消印有効▲

5月1日号の市報クイズの正解は「いまこそ」でした。
プレゼント当選者は次のとおりです。

　青木さん（台町）　　髙村さん（九野本）
　ご応募ありがとうございました。

編
集
後
記

▼
は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
度
か

ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た

鈴
木
と
申
し
ま
す
。
４
月
か
ら

長
井
に
移
住
し
て
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
の
２
カ
月
。
白
つ

つ
じ
ま
つ
り
・
黒
獅
子
ま
つ

り
と
い
う
長
井
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
、
長
井

の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
カ
メ
ラ
を
持
つ
手
も

危
な
げ
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
く

の
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。(

鈴
木
）

▲

「広報ながい」から旬の情報をピックアップ

　けさらじ㈫㈭㈮ 7:30頃、ゆうらじ㈫㈭㈮18:15頃、

　週刊おらんだラジオ増刊号㈯９:15

▲

おらんだのニュース　

　ひるらじ㈪～㈮ 13:15頃

▲

すくすく子育て応援ラジオプラス（15分）

　（隔週㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、隔週㈯ 9:00～）

▲

～ころばぬ先の豆知識～こんちには消費生活センターです

　（隔週㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、隔週㈯ 9:00～）

▲

聞いてびっくり！しゃべって納得！国際交流のススメ

　　6月放送は3日㈪、5日㈬7:30頃、18:15頃、

　　8日㈯9:00～（再放送含む）

◇長井市の人口（4月30日現在）
総人口　26,714人（男12,985人、女13,729人）

世帯数　9,943世帯（外国人含）

長井市関連
番組紹介

「広報ながい」は大豆油インクを使用しています。

※問い合わせ　長井ボランティアセンター

（市社会福祉協議会）☎（88）3711

ー広報ながい録音版の提供についてー

　広報ながい録音版を、目の不自由な人にCDま

たはカセットテープで提供しています。費用は

かかりません。お問い合わせください。

楽しい山歩き教室　上山市「三吉山」コース

・・・やまがた百名山に選定されました・・・

●い　つ　6月26日㈬午前8時00分

●集　合　生涯学習プラザ（小雨決行）

●持ち物　昼食、飲み物、おやつ、雨具、タオル、

　　　　　履き慣れた靴、トレッキングできる服装

●申込期限　6月21日㈮
●定　員　先着15人

◇参加料はどちらも会員700円、非会員1,000円です。

また、参加料の他別途諸経費が必要です。詳しい内

容、申し込みは事務局まで問い合わせください。
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小
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投稿について
　毎月15日まで（15日消印有
効）。はがきかファクシミリで、
短歌、俳句、川柳と明記の上、
１枚に３首（句）まで楷書体で
投稿してください。雅号や匿
名でも掲載可能ですが、必ず
本名を記入してください。作
品の後に、住所、氏名、電話番
号を書いて、お送りください。

◇掲載は1人１首（句）。読めな
　い文字がある場合は掲載で
　きないことがあります。ま
　た、投稿数が多い場合、抽選
　で掲載を決定させていただ
　きます。
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泉
　
平
井
　
勝
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ま
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の
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京
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　文芸のひろばは、皆さんの歌や句

を気軽に投稿できるコーナーです。

●投稿先

 〒993・8601

　長井市ままの上５の１

　市総合政策課

　「文芸のひろば」係まで 

　℻ (83)1070

短　歌

俳　句川　柳
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市史編
へん

纂
さん

室だより No.46
問長井市史編纂委員会

　（事務局：市文化生涯学習課）

☎ (84)7677

　水
と
共
に
歴
史
あ
る
長
井
の
町
場

　
　
　
　
　

    

～
文
化
的
景
観
だ
よ
り
～

第9回

長
井
の
重
要
文
化
的
景
観
は
、
選
定
基
準
に
お
い
て
、「
水
の
利
用
に
関
す
る
景
観
地
」
、「
流
通

往
来
に
関
す
る
景
観
地
」
が
複
合
し
た
景
観
で
す
。
河
川
・
道
路
・
橋
梁
・
ま
ち
な
み
・
建
造
物
・
石

造
物
を
文
化
的
景
観
を
構
成
す
る
「
重
要
な
構
成
要
素
」と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
旧
小
出
村
南
端
に
位
置
し
、
そ
の
存
在
が
地
域
の
歴
史
や
信
仰
を
伝
え

る
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
「
白
山
神
社
」と
「
長
遠
寺
」を
紹
介
し
ま
す
。

●
白
山
神
社

鎌
倉
時
代
、
長
井
時
広
の
時
代
に
家
臣
大

須
賀
長
光
が
館
を
構
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
場

所
で
、
加
賀
の
白
山
神
社
の
分
霊
を
勧
請
し
た

の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
町
期
に
阿

弥
陀
仏
が
祀
ら
れ
、
仁
王
門
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
社
殿
は
米
沢
藩
主
上
杉
定
勝
時
代(

江

戸
時
代
初
期)

に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
指
定
天
然
記
念
物
の
樹
齢
７
０
０
年
と

伝
わ
る
神
木
大
ケ
ヤ
キ
が
立
つ
広
い
境
内
は
、

秋
の
例
大
祭
時
に
は
黒
獅
子
が
舞
い
ま
す
。

●
長
遠
寺

白
山
神
社
の
別
当
寺
と
し
て
、
中
世
の
館

跡
（
白
山
館
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
白
山
神
社

の
境
内
に
接
し
て
い
ま
す
。
本
堂
は
天
明
４
年

（
１
７
８
４
年
）
築
の
庫
裏
を
改
築
し
た
も
の

で
あ
り
、
黒
仁
王
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
仁
王

尊
像
を
収
め
る
仁
王
堂
は
、
米
沢
の
棟
梁
の
手

に
よ
り
享
保
１
９
年
（
１
７
３
４
年
）
に
築
か

れ
た
白
山
神
社
の
元
仁
王
門
で
す
。

白
山
神
社
と
隣
接
し
、
神
仏
混
淆
の
景
観
を

伝
え
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　市
文
化
生
涯
学
習
課
☎（
84
）
7
6
7
7

◆
重
要
な
構
成
要
素

　建
造
物
編
①

　粡町中組に、江戸時代米沢藩が領民に出した「農家伍什組合 掟
おきて

書」(享和元年、1801年）の巻物2巻と

大福帳4冊が残されています。掟書の内容は、「百姓の天職である農業や養蚕にしっかりと従事して家

族を養い、税を納めることが藩の世話をいただけることである」とし、「組合を作り互いに助け合うこ

とが大切である。五人組は常々睦ましく交わりて苦楽を共にする事、家族の如くなるべし」などと述べ

ています。この掟書を巻物仕立てにして毎年契約時に、代々組頭が組員

の前で読み上げて互いの結束を確認し合った、ということです。

　また、大福帳4冊には、明治13年（1881年）からの契約時の参加者、支

出明細、組員の異動、その年の物価表や主な出来事などが記されていま

す。たとえば、大正13年（1924年）、長井町立実科高等女学校が昇格して

県へ移管になったことや、

今泉駅までレールが敷設

された米坂線を、長井駅

を経由して萩生へ向かっ

てほしい旨の運動を展開、

努力中、ということも書

かれていて大変興味深い

ものとなっています。

　今回は、「粡
あら

町
まち

中組の契約（約束を取り交わすための会合）に関する史料」について紹介します。

　▲中組契約帳部分（大正13年）

　　所蔵：あら町第三隣組

▲巻物2巻と大福帳4冊

　所蔵：あら町第三隣組
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山
や
里
去こ

ぞ年
と
同
じ
の
万
緑
な
り
く
す
り
飲
み
つ
つ
天
命
を
待
つ

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
今
年
も
咲
き
し
あ
ざ
や
か
に
冬
の
厳さ

む

さ寒
に
び
く
と
も
せ
ず
に

桜
去
り
初
夏
を
彩
る
藤
の
花
う
す
紫
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

今
年
ま
た
同
じ
所
に
鶯
が
二
声
啼
き
て
春
を
告
げ
ゆ
く

反
抗
期
た
め
口
利
く
か
我
が
子
の
子
幼
顔
し
て
愛
し
憎
ら
し

改
元
や
臥
床
の
上
を
流
れ
ゆ
く

　
変
ら
ず
薫
る
若
葉
の
中
へ

澄
ん
だ
水

　
礼
を
言
う
の
か

　
梅
花
藻
が

　
さ
さ
や
か
な
幸さ

ち

　
教
え
て
い
る

受
け
継
ぎ
し

　
任
は
重
け
ど

　
両
陛
下

　
令
和
の
代
に

　
輝
く
国
を

孫
曾
孫
が
好
み
て
食
べ
る
じ
ゃ
が
い
も
を
多
目
に
作
る
楽
し
み
乍な

が

ら

平
成
の
最
後
に
叶
う
夢
一
つ
手
を
握
り
締
め
別
れ
し
先
輩
健
や
か
に

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の

　
香
り
と
共
に

　
昇
り
ゆ
く

　
五
月
の
あ
る
日

　
夫
の
も
と
へ

変
り
ゆ
く

　
平
成
令
和

　
新
年
号

　
災
害
の
な
い

　
い
い
時
代
に
と

亡
き
母
が
に
ぎ
っ
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
に
何
年
た
っ
て
も
形
に
な
ら
ず

高
齢
で
車
講
習
不
安
な
り
終
り
て
そ
っ
と
胸
な
で
お
ろ
す

言
い
出
す
人ひ

と

た
え
て
久
し
く
な
く
な
り
ぬ
最
上
川
原
の
い
も
に
か
い
か
な

黒
獅
子
の
祭
り
に
来
た
る

　
孫
夫
婦

　
幸
多
か
れ
と

　
ふ
ん
ぱ
つ
は
ず
む

収
穫
の
よ
ろ
こ
び
ま
さ
り
骨
お
れ
る
椎
茸
づ
く
り
を
今
年
も
は
じ
む
　

パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
　
何
の
こ
と
や
と
　
思
い
き
や
　
食
べ
て
お
い
し
い
　
手
作
り
お
や
つ
　

満
天
星
と
紅
の
石し

ゃ
く
な
げ

楠
花
咲
き
初
め
て
さ
庭
色
づ
く
今
日
よ
り
令
和

日
ご
と
増
す
若
葉
の
香
り
届
か
ぬ
と
ガ
ラ
ス
戸
越
し
の
檀
眺
め
て

山
に
余
花
　
蒼
天
に
　
う
す
き
上
弦

葉
桜
や
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
立
ち
話

目
を
合
わ
せ

　
親
子
の
靴
音

　
梅つ

ゆ雨
の
歌

成
　
田
　
飯
沢
　
ひ
で

　
森
　
　
金
田
け
さ
子

寺
　
泉

　
手
塚
し
づ
ゑ

草
　
岡

　
勝
見

　
孝
作

平
　
山

　
新
野

　
榮
作

　

九
野
本

　
梅
津

　
正
一

上
伊
佐
沢
　
昔
の
わ
ら
し

時
　
庭

　
鈴
木

　
美
芳

歌
　
丸

　
髙
石

　
洽
子

今
　
泉

　
髙
梨

　
和
子

花
作
町

　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

花
作
町

　
新
野

　
茂
子

本
　
町

　
金
田

　
峯
子

東
　
町

　
髙
梨

　
陽
子

東
　
町

　
瀧
川

　
知
一

大
　
町

　
鈴
木

　
忠
久

新
　
町
　
葉
山
　
悠
　

清
水
町
　
和
田
　
正
子

清
水
町
　
飯
澤
　
弘
子

中
　
道
　
小
川
　
晶
子

投稿について
　毎月15日まで（15日消印有
効）。はがきかファクシミリで、
短歌、俳句、川柳と明記の上、
１枚に３首（句）まで楷書体で
投稿してください。雅号や匿
名でも掲載可能ですが、必ず
本名を記入してください。作
品の後に、住所、氏名、電話番
号を書いて、お送りください。

◇掲載は1人１首（句）。読めな
　い文字がある場合は掲載で
　きないことがあります。ま
　た、投稿数が多い場合、抽選
　で掲載を決定させていただ
　きます。

寺
　
泉
　
平
井
　
勝
治

ま
ま
の
上   

四
釜

　
京
子

横
　
町   

布
施

　
直
治

舌
で
み
る

　
目め

で
み
る
妻
の

　
サ
ジ
加
減

お
味
噌
汁

　
納
豆
ご
飯
で

　
今
日
元
気

欲
し
く
と
も

　
天
気
と
若
さ

　
買
え
は
せ
ぬ

老
い
た
身
に

　
孫
の
手
六
本

　
魔
法
の
手

雨
乞
い
に
天
か
ら
バ
ケ
ツ
の
雨
が
降
る

つ
ば
め
の
子

　
あ
お
ぎ
み
る
の
も

　
口
あ
け
て

天
高
し

　
飛
行
兵
だ
っ
た

　
兄
想
う

令
和
と
は

　
恋
す
る
乙
女
の

　
春
待
つ
心

想
い
出
す
長
い
廊
下
の
雑
巾
が
け

元
気
で
と
　
孫
の
一
声
　
長
寿
薬

見
る
ほ
ど
に
　
ダ
ン
プ
カ
ー
が
　
黒
獅
子
似に

選
挙
戦
　
終
れ
ば
す
で
に
　
過
疎
の
ま
ち

成
　
田

　
高
橋

　
弘

五
十
川

　
平
吹

　
達
茶

草
　
岡

　
青
木

　
広
美

草
　
岡

　
粗
忽

　
騒
子

九
野
本

　
小
関

　
進

九
野
本

　
今
野

　
光
子

館
町
北

　
佐
藤

　
み
つ

四
ツ
谷

　
　
夏

　
子

東
　
町

　
今
野

　
郁
子

清
水
町
　
勝
見
　
彦
次

清
水
町
　
か
っ
ぱ
の
恭
和

緑
　
町
　
緑
の
ば
あ
さ
ん

　文芸のひろばは、皆さんの歌や句

を気軽に投稿できるコーナーです。

●投稿先

 〒993・8601

　長井市ままの上５の１

　市総合政策課

　「文芸のひろば」係まで 

　℻ (83)1070

短　歌

俳　句川　柳
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フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
運
営
す
る
山
形

鉄
道
㈱
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
「
キ
ッ
ズ

列ト
レ
イ
ン車

」
が
5
月
12
日
、
列
車
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
列ト

レ
イ
ン車

は
、
荒
砥
駅
か
ら

赤
湯
駅
ま
で
を
走
行
す
る
列
車
の
中
で
お

も
ち
ゃ
で
遊
べ
る
ほ
か
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
楽
し
め
る
内
容
で
、
今
回
が
初
の

試
み
。
こ
の
日
は
親
子
12
組
、
計
35
人
が

参
加
し
、
子
ど
も
達
は
車
窓
を
流
れ
る
景

色
を
横
目
に
、
所
狭
し
と
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
列ト

レ
イ
ン車

は
、
幼

児
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
親
子
を
対

象
に
毎
月
第
2
日
曜
日
に
運
行
を
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

列車の中で親子のひととき
フラワー長井線　キッズ列車（トレイン）

　
第
41
回
全
国
白
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

5
月
19
日
、
白
つ
つ
じ
公
園
周
辺
な
ど
の

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
10

㌔
・
5
㌔
・
2
㌔
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

5
つ
の
種
目
が
あ
り
、
参
加
申
し
込
み
総
数

は

9
4
8

人
で
、
過
去
３
番
目
の
多
さ
。

当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
青
空
の
下
、
参
加
者

た
ち
は
沿
道
か
ら
の
大
き
な
声
援
を
受
け
な

が
ら
満
開
に
咲
き
誇
る
白
つ
つ
じ
の
中
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。
ま
た
、
最
上
川
沿
い
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も
多
く
の

参
加
者
が
出
場
し
、
家
族
や
友
人
ら
と
一
緒

に
、
一
面
に
広
が
る
鮮
や
か
な
新
緑
の
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

満開の白つつじの中を駆け抜ける
第 41 回全国白つつじマラソン

長
井
市
出
身
の
鈴
木
沙
織
選
手
（
城
北

信
用
金
庫
）
と
渡
部
博
文
選
手
（
ヴ
ィ
ッ

セ
ル
神
戸
）
の
ス
ポ
ー
ツ
記
念
品
贈
呈
セ

レ
モ
ニ
ー
が
５
月
26
日
、
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
鈴
木
選
手

が
実
際
に
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
し

た
ス
キ
ー
が
市
長
に
手
渡
さ
れ
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

鈴
木
選
手
は
「
け
が
を
し
て
も
楽
し
く
世

界
と
戦
い
た
い
」
と
話
し
、
渡
部
選
手
か

ら
も
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
記
念
品
は
、
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
を
は
じ
め
、
道
の
駅
川
の
み
な
と
長
井

な
ど
で
展
示
予
定
で
す
。

市民一丸となって応援！
スポーツ記念品贈呈セレモニー
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TOPICS
まちの話題

身近な出来事や楽しい話題を教えてください。

市総合政策課広報担当☎（87）0714●問

“古き良き、新しき”校舎
旧長井小学校第一校舎がリニューアル

旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎
の
開
館
式
典

が
4
月
27
日
、
同
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
8
年
に
建
設
さ
れ
て
以
来
、
80

年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
子
ど
も
達
を
見

守
っ
て
き
た
校
舎
は
、「
学
び
」
と
「
交
流
」

の
場
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
当
日
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
ほ
か
、

長
井
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
齋
藤
友
佳

さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
親

子
連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
校
の
卒
業
生
ら
が
懐
か
し

み
な
が
ら
校
舎
内
を
見
学
し
、
昔
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

長
井
市
で
は
、
長
年
統
計
調
査
員
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
人
を
表
彰
し
て
お
り
、

そ
の
表
彰
式
が
4
月
26
日
、
中
央
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
約
20
人
が
出
席
し
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
竹
田
源
次
郎
さ
ん
（
館

町
北
）
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
受
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
10
年
勤
続

　
孫
田
利
雄
さ
ん
（
草
岡
）
、
竹

田
源
次
郎
さ
ん
（
館
町
北
）

毎
年
様
々
な
統
計
調
査
が
行
わ
れ
、
調
査

結
果
は
私
達
の
生
活
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
工
業
統
計
調
査
、
経
済
セ
ン
サ
ス
基

礎
調
査
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

長年の功労を称えて
長井市統計調査員表彰式

慈愛の花を咲かせよう
みんなで育てる「人権の花」

自
分
達
の
植
え
た
花
の
世
話
を
通
し
て

命
の
尊
さ
や
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
「
人
権
の
花
運
動
」
の
花
植

え
作
業
が
５
月
14
日
、
長
井
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
花
植
え
作
業
に
は
4
年
生

99
人
が
参
加
。
人
権
擁
護
委
員
の
石
山
泰

子
さ
ん
か
ら
「
人
権
は
慈
愛
の
心
と
同
じ
。

命
の
尊
さ
、
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
知
り
、
自
分
の
命
、
み
ん
な
の
命
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
班
ご
と
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
て
昇
降
口
前
に

並
べ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
市
内
の
小

中
学
校
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
運
営
す
る
山
形

鉄
道
㈱
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
「
キ
ッ
ズ

列ト
レ
イ
ン車

」
が
5
月
12
日
、
列
車
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
列ト

レ
イ
ン車

は
、
荒
砥
駅
か
ら

赤
湯
駅
ま
で
を
走
行
す
る
列
車
の
中
で
お

も
ち
ゃ
で
遊
べ
る
ほ
か
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
楽
し
め
る
内
容
で
、
今
回
が
初
の

試
み
。
こ
の
日
は
親
子
12
組
、
計
35
人
が

参
加
し
、
子
ど
も
達
は
車
窓
を
流
れ
る
景

色
を
横
目
に
、
所
狭
し
と
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
列ト

レ
イ
ン車

は
、
幼

児
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
親
子
を
対

象
に
毎
月
第
2
日
曜
日
に
運
行
を
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

列車の中で親子のひととき
フラワー長井線　キッズ列車（トレイン）

　
第
41
回
全
国
白
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

5
月
19
日
、
白
つ
つ
じ
公
園
周
辺
な
ど
の

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
10

㌔
・
5
㌔
・
2
㌔
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

5
つ
の
種
目
が
あ
り
、
参
加
申
し
込
み
総
数

は

9
4
8

人
で
、
過
去
３
番
目
の
多
さ
。

当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
青
空
の
下
、
参
加
者

た
ち
は
沿
道
か
ら
の
大
き
な
声
援
を
受
け
な

が
ら
満
開
に
咲
き
誇
る
白
つ
つ
じ
の
中
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。
ま
た
、
最
上
川
沿
い
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も
多
く
の

参
加
者
が
出
場
し
、
家
族
や
友
人
ら
と
一
緒

に
、
一
面
に
広
が
る
鮮
や
か
な
新
緑
の
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

満開の白つつじの中を駆け抜ける
第 41 回全国白つつじマラソン

長
井
市
出
身
の
鈴
木
沙
織
選
手
（
城
北

信
用
金
庫
）
と
渡
部
博
文
選
手
（
ヴ
ィ
ッ

セ
ル
神
戸
）
の
ス
ポ
ー
ツ
記
念
品
贈
呈
セ

レ
モ
ニ
ー
が
５
月
26
日
、
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
鈴
木
選
手

が
実
際
に
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
し

た
ス
キ
ー
が
市
長
に
手
渡
さ
れ
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

鈴
木
選
手
は
「
け
が
を
し
て
も
楽
し
く
世

界
と
戦
い
た
い
」
と
話
し
、
渡
部
選
手
か

ら
も
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
記
念
品
は
、
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
を
は
じ
め
、
道
の
駅
川
の
み
な
と
長
井

な
ど
で
展
示
予
定
で
す
。

市民一丸となって応援！
スポーツ記念品贈呈セレモニー
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6.1～30

◇中止、変更となる場合があります。
　（情報は5月16日時点）

7/5 ㊎～11㊍　かわべリング七夕まつり

7/6 ㊏　長井おどり大パレード

7/14㊏　第35回長井トライアスロン大会

7/27㊏　旧長井小第一校舎

　　　　「みんなで迷路をつくろう！」

毎月の長井市内で開催される主な週末・休日イベントを紹介します！
週末・休日を計画的に楽しみましょう！

日付 主なイベント

22 土

料金が発生するもの 申し込みが必要なもの

2 長井市消防演習 ※15ページ参照

（7月）

長井黒べこまつり ※18ページ参照

N
a
g
a
i city

 p
u
b
lic rela

tio
n
s m

a
g
a
zin

e

❻

15
長井あやめまつり（7月7日まで）

みんなで灯そう夢灯

ワイン列車

その他のイベント

6月11日㊋～9月23日㊊㊗
〇長沼孝三彫塑館　第2期展示
　展示テーマ「スタイル」
　時代を生きる人たち、その人
たちをかたどる長沼孝三。当時
の空気を感じられる作品を中
心に展示します。
※17ページ参照

〇丸大扇屋　あやめ大華展

　丸大扇屋を舞台に、長井華道
会四流派が長井市の花「あや
め」をいけます。

※17ページ参照

6月21日㊎～6月23日㊐

日

土

9 日
長井小桜合奏団「旧郡役所小桜館コンサート」

キッズ列車

PICK UP!

16 ながいフットパスウォーク　成田コース日

みんなで灯そう夢
ゆめあかり

灯
6/15㊏ 午後4時30分～

夢灯実行委員会（齋藤）☎080（7193）2246

市内の子ども達の夢や

願いを込めたランタン

約1500基を、あやめ公園

内で灯します。子ども達

の力強い「夢」や「願い」が灯され、あやめ公園は幻想的

な空間へと生まれ変わります。

※16ページ参照

PICK UP!

23 はたらく車大集合 in あやめまつり

30 あやめにぎわい市

日

日




